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幼児におけるダンス模倣の発達的研究

古市久子

DevelopmentofDancellnitationinChildren
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Abstact

Childrenacquireeverythingfromtheirenvironments・Thisstudyinvestigatescertaindevelopmentalaspectsof

danceimitationinchildrenThestudyinvolvesatechniquewidelyusedinanimationpictureswhereasetofpictures

isquicklyflippedandresultsinindividualpicturerapidlybecomingapartofcontinuousepisode､Atotalofl31

children,whoseagerangedfromtwotofiveyearsold,wereinvolvedinourstudyThechildrenweretestedontheir

imitationabilitiesinthedance1vENTENTANTZ11TheresultsareasfOllows,InAspectOne,thechildrenwatchthe

dance・InAspectTWo,ｔｈｅｙｓｈｏｗthemotivationtodance・DuringAspectThree,theycanimitatemovement

accuratelyBInAspectFbuI;theycancomprehendthedancepatternFinallyinAspectFive,theycansynchronize

withthetempoofthedance

lnourstudywediscoveredthataschildrentrytoimitatedancemovement,theyusuallyimitatethemovement

firstandnottheactualrhythmNext,childrenbegintocomprehenddancepatternsandcombineaccuratetimingof

thedancetotheirimitation,Basedonourobservationtheactualsequenceofdanceimitationinchildrencanbe

categorizedintheabovefiveaspects．

はじめに
にすることが必要」と基本的視点の箇所で述べられ、

身体を動かし体験することが重要視されながら、その

具体的な指導法、ひいてはその指導法を導き出す研究

的資料がないのが現状である。幼児の行動はほとんど

模倣から始まるが、ダンスの学習は模倣の顕著な例で

あるのにもかかわらず、模倣は表現の神髄でないよう

な風潮が､保育者の指導に影響を与えている。さらに、

模倣は自由な発想を生む基礎、創造`性を育てる機会に

筆者は幼児にダンスの楽しさを伝えたいと考え、そ

の指導法を探ってきた。しかし現在は、子どもから引

き出す表現・自由という言葉に翻弄されて、しかるべ

き指導が適切になされず、ダンスの楽しさが脇に押し

やられている。平成９年に出された教育改革の「今後

の幼稚園教育のあり方ｊで「幼児の精神的な拠り所や

モデルとしての役割などの教師の役割の基本を明らか

大阪教育大学：OsakaIq/oikuUniversity4-698-1AsahigaOka,Kashiwara,Osaka582-8582Japan
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いう。第６段階になると表象的模倣ができるよう

になり、第５段階の経験的な群性化ではなく、直接的

に複雑な新モデルを模倣できるという。さらに、象徴

的思考段階へと発達していくというように、周りから

模倣により動きを獲得して行く様子を観察している。

以上のようにピアジェ（1968）'7）は、最初は単に反射

であるが、漸次進化し、モデルへの不断の同化によっ

て獲得されるという学習の理論を展開している。本研

究は、すでにモデルを模倣できつつある段階の幼児を

対象にすることになるが、ダンス模倣は表現欲求に支

えられて学習されるものだと考える視点にたつ。

古市他（1996年)7）は模倣の顕著な２つの例、幼児

の身体教育と武道の型習得の過程を通して、その類似

点から模倣の段階を考えた。まず、模倣する対象物に

対して見る.感じる行為が起き、模倣するための観察

が行われ、模倣の完成に向かってその動きを繰り返し

行う。そしてその過程で、あるいは－つの型が習熟さ

れると、創造的な動きへの発展をみる。しかし、この

研究は模倣の構造を過去の文献より予想したもので、

実際に動きの模倣の実験は行っていず、概念的に述べ

ているのみである。

ここで、より客観的なデータにするために調査法の

問題を考えておく必要がある。古市他（1997)(）はビ

デオ観察研究における抽出時の問題点について、読み

取り者の人数を多くするよりも、幼児のことをよく理

解し、実験に参加した実験者間の方が一致度が高いこ

とを証明した。また、ダンス模倣の読み取りに必要な

要素の確定と評価の尺度を明らかにするために行った、

ダンス模倣の予備的調査（古市1998)9）において、そ

のプロセスを見るためには、動きとリズムではなく、

動きとタイミングとパターンの３つの視点がより適切

であることを見いだした。また、評価については、同

じことを４回繰り返すので、最もＳＤの低い２試行目を

そのデータとして採用するべきかを検討した｡しかし、

年齢によって試行回数による特徴があることがわかり、

4試行の総計を採用するのが、１番合理的であると判

断する等、読み取り方法はこの予備的研究の結果に

従った。

なっていることも十分認識されていない。そこで、本

研究は幼児のダンス模倣について、まず発達的様相を

調べようとするものである。

1．問題と目的

模倣に関する研究はピアジェをはじめとして、理論

的に多くの著述がある。しかし、模倣に関する幼児の

詳細なデータ、とくに身体表現に関するものは皆無に

等しい。それは、動きが一瞬にして消えていくもので

あり、３次元の標記が必要であること、表現についての

適切な評価方法が見いだせないことによるものと思わ

れる。従来、行動の世界はある刺激に対して静止した

瞬間の画像として取り扱われてきた。コフカ（1988)１３）

は「３次元体制化を体系的に述べることは不可能であ

る」としながらも、｢動く対象を目で追うことは網膜パ

ターンの移動によってその対象の行動的運動が生ずる」

と考えて、少しずつ異なった絵を速く見ると絵が動く

ように見える驚き盤運動と、実際の運動との間には何

の相違もないことが多くの研究者によって証明された

ことを述べている。それを幼児のダンス模倣の場面に

応用するものであるが、驚き盤運動のような微細な画

像の分割ではなく、ひとつの動き（１拍分）を瞬間の

ｌ画像と考え、その一枚一枚の瞬間の画像を分析し、

それをつなぎ合わせて動きという３次元の世界を解明

しようとするものである。

ここで、模倣についての年齢的な発達を見る。模倣

は本能に近い能力である（亀井1982)'2)とか、出生直

後から模倣能力の存在を認めている研究者もいる

(Field他1981)'')。しかし、ギョームは模倣には何ら

生得的なものはなく、模倣することを学習すると考え

た'7)。そして、ピアジェは幼児における模倣を10段階

に分けた。反射による準備の段階にはじまり、第２段

階では活動が散発的模倣になるがこれは反射ではない

(岡本1986)'6)。第３段階になるとすでに見たことのあ

る運動を組織的に模倣する段階で、生後７カ月の例が

報告されている。第４段階は子どもが以前に見た運動

を模倣する段階で視覚・聴覚・触覚・運動的なものの

整合がうまく行われる（生後８～９カ月)。第５段階に

なると、新しいモデルの組織的模倣で、すばやくそれ

ができるようになり、この模倣は学習の手段になると
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２．調査の方法

①被験児：大阪府柏原市法善寺保育所の男女児､２歳

児31名、３歳児34名、４歳児33名、５歳児33名の計131

名。

②実験の日時と場所:1997年12月～1998年12月。園

の各保育室。

③刺激：エンテンタンッ（あひるのダンス＝160）

を実験者が踊る。ダンスは４つの動きから成る。Ａく

ちばしを表現したもので両手の指をぱくぱくとあひる

が口を開閉するように動かす動作４回、Ｂ肘を曲げて

脇で上下する羽の表現４回、Ｃアヒルが腰をぶりぶり

振って歩く表現で、お尻を振りながらかがんでいって

また起き上がる、、立って静止し拍手４回、の全部で

16拍がｌパターンとなって、それを４パターン繰り返

す｡移動はしないで､Ｃの部分でかがんで起き上がると

きに膝を曲げ伸ばしするだけである。

④手続き:年齢別の各保育室内でそのクラス全員の幼

児の前で、テープレコーダから流れる刺激の曲に合わ

せてまず実験者が踊る。次に､説明しながら､ひとつず

つの動きをゆっくり練習させる。その後、曲に合わせ

て実験者と一緒に踊る。ビデオに撮影した後、再生し

て1人で２回読み取りを行った。２回とも一致しない場

合は実験に加わづた他の2人を加えて評価し､３人の内

２人が一致した方を採用した()。

⑤分析の方法:分析は各被検者の動きを、ひとつの表

現（4拍）で区切り、それを動き・パターン・タイミン

グの３つの要素から点数化'0）し、できたとき２点、で

きないとき０点、中間を１点とした。ひとつの表現に

つき３つの要素があるので6点、1つの試行は４つの表

現があるので各試行得点は24点となる。全部で４試行

あるのでその幼児の模倣得点は94点満点となる。実験

手続きと評価の仕方については表１のようである。

3．結果

（１）模倣得点の年齢的変化

模倣得点の平均点は２歳児１０．４点、３歳児32.1点、

4歳児４８６点、５歳児85.9点で，年齢が増すとともに

高くなる（図l)。得点の幅を見ると、２歳児０～55点、

3才児０～８５９０
８０

点､4歳)且17～
７０

８７`点､5歳児６７６０

～95点で､3歳５０
４０

)且が最もSDが３０

大きぐ、でき２０
１０

ない幼>目から Ｏ

上手な幼)且ま点Z点２歳児

図１

3歳児４歳児５歳児

模倣得点の変化

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

点
０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

１

:時限甲署
最高点

と」
6０

ＳＤ下限
２７､２５

最低点
４

2歳児３歳児４歳児５歳児

図２年齢別得点の範囲

表１１試行の実験手続きと得点（これを連続して４回繰り返す）

§の鮒

－３－

93の鮒 A・くちばし －－￣ B・羽 －－ C・腰振り ￣ D・手を叩く －－

表現と

モデル

の動き

卑録
両手をくちばしのよ

ように口のところで

でぱくぱく開閉する

惚韻
肘を曲げ胸の横でぱ

たぱた肘から動かし

て羽の表現をする

珂奪
手は腰において腰を

振りながらしゃがみ

また起きてくる

写
手を胸の前で叩く

リズム ＪＪＪＪ 」 」」｣ ＪＪＪ 」 JＪＪｊ

要素点 932＋ﾊﾟﾀｰﾝ2＋ﾀｲﾐﾝｸﾞ２ 932＋'(ﾀｰﾝ2＋ﾀｲﾐﾝｸﾞ２ 伽2＋ﾊﾟﾀｰﾝ2＋ﾀｲﾐﾝｸﾞ２ 932＋ﾊﾟﾀｰﾝ2＋ﾀｲﾐﾝｸﾞ２

表現点 6点 6点 6点 6点

1試行点 24点満点
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Ｄ・拍手Ａ・くちばしの動き→Ｂ羽の動き→Ｃ・腰を振る動き→

の４つの表現があることと、その順番が理解できてい

るかを見る。動きは４種類の動きが刺激の形に似てい

るかである。どの要素も年齢が増すとともに得点が高

くなっているが、この３種類の要素の内、どの年齢も

動きが最も上手くでき、次がパターンで、タイミング

を合わせるのが一番難しい。そこで、動きとタイミン

グとパターンの傾向や方向を示す近似曲線をみると、

タイミングとパターンが年齢とともに平行して増加す

るのに比べて、動きは勾配が少し違う傾向を示してい

る（図3)。各要素間の相関を見ると２～４歳児は互い

に相関が高かった。しかし､５歳児になるとタイミング

とパターンの相関は高いが、動きと他の２つの要素と

は相関が低くなっている（表2)。

（３）模倣の反応タイプから見た変化

模倣の様子を反応するタイプの違いから、図４のよ

うな６つのタイプを設定した。図の線の膨らみは、そ

の年齢の幼児がそのタイプにどれくらいの割合の人数

であるのかを示す。タイプｌはじっとしているだけで

ほとんど動こうとしないタイプで､２歳児の39％と３歳

児の15％に見られた。タイプ２は、時々手だけ動かす

タイプで２歳児の42％、３歳児の29％に見られた。タ

イプ３は手も身体もよく動かすが、音楽のリズムはあ

まり気にしないもので､２～４歳児に見られる。タイプ

4は動きが4つともできて、その)|頂序がわかりパターン

の理解はできているが、タイミングが合わないタイプ

でいる。５歳児は最もSDが低く、得点が高いところに

集まっている（図2)。

（２）タイミング・パターン・動きから見た

得点の変化

模倣の過程を知るためにタイミング・パターン・動

きの３要素から分析した。タイミングは動きのテンポ

が音楽のテンポに合っているかどうかの判定をした。

パターンは写真のようにくちばし→羽→腰振り→拍手

５
０
５
０
５
０

３
３
２
２
１
１
５

一一一一霞一一一一一

【■

’’’一一一一一一一一一雲＝■ ０
点

2歳児３歳児４歳児５歳児

図３各要素の年齢的変化と近似曲線

表２５歳児の各要素間の相関係数

タイミングパターン 動き

タイミング07690０３０９２

ハターーン0７６９０oJ7Jb

動き03092０Ｊ736

－４－

ﾀイミング パターン 動き

タイミング 0.7690 0.3092

パターン 0.7690 0.3736

動き 0.3092 0.3736
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タイプ,
で、２歳児に２名と３．４歳児に30％近く見られる。タ

イプ５は動きができパターンも理解できるが、自分固

有のテンポになり刺激の速さについていけず、少しづ

つ刺激から遅れるタイプである。タイプ６は模倣の完

成に近いタイプで動きがしっかりしており、パターン

の理解もあり、それがタイミングよく刺激の動きと合

い､いわゆるリズムに乗って踊れているタイプである。

5歳児の82％はこのタイプで､４歳児にも２人見られた。

（４）ダンス模倣のプロセスから見た各年齢の

特徴

表３は各年齢の特徴的な模倣の例である。記述され

た言葉は観察された表現の様子で､･は動きがなされな

かった箇所である。２歳児Ａは音楽が鳴りモデルが提

示されても、初めは座って実験者を見ていたが、次に

保育者を眺め、やがて立ち上がって保育室の中を走り

回った。２歳児は手を振って歩き回ったり、最後まで

走っていたり、音楽が鳴り出すとぴょんぴょん跳んで

いる例もある。じっと座ったままで、手だけ一生懸命

振っているものや立ってはいるが手だけ動かしている

ものも４２％である。２歳児で最も上手にできた例は2６

２ ３ ４ ６

2歳児

3歳児

4歳ﾘム

5歳児

図４模倣のタイプ年齢別

ﾀｲﾌﾟl－見ている

ﾀｲﾌﾟ２－手だけ動かす

ﾀｲﾌﾟ３－手も身体も動かす

ﾀｲﾌﾟ４－動きが4種ともできている

ﾀｲﾌﾟ５－動きに自分なりのテンポがある

ﾀｲﾌﾟ６－動きが刺激のﾘｽﾞﾑにのっている

表３ダンス模倣の特徴的な例
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〃

座って保育者を見る

立つ

歩きながら手を振る
IＢＵＧ●●●●●●●●●●●●●●●●ロ■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ﾛ

ﾉノ

走り回る

…………|…………
●●●●■●●●●ＢＣＤ●●●、●

●●●●●、■●●●□●●■

●●●●■■●

●■●●ＤＣ●●’

●●●●●●●■■●●●●●● ●●■●●●●

●●●●００●●●●●●Ｑ●●■

●●●●●●●●｡●●●●●●ａ

●●●ＣＧ●●●●、●Ｃ●●●●

●■Ｂ●●●●●●●●●●

●●●●■●

●●●●●●

…１
●●●●●●●●●

－}－
………Ｗ;;…

3歳児Ｂ(17点）

いややと言う

…１回くちばし

3回くちばし(遅れる）

友達を見て笑う

…手を１回叩く

手を3回叩く(遅れる）

友達を見る
●●●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

実験者を見る

胸の前で手を振る

〃

手を叩く

笑う

手を叩く

笑う

〃

手を叩く

友達を見る
〃

4歳児Ｃ(74点）

実験者をじっと見る

･３回くちばし

１回くちばし．２回羽
､●●●●ｑ●●●●●●●●●●●●●●●□●●●■●●●●●●●●●●●■●●､●●■●●●□●●□●●■●●Ｃ０Ｄ●■

･しゃがむ
､■●●●Ｃ●●●●●●□■●●□●●■□●●●●●●●●□●●●■●●●●●●●●■●●●●●●●●●●■●●●■●●ﾛ

・３回手を叩く
､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｂ●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●q

・３回くちばし
■●●□●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●Ｂ●●●■□●●●●●●●●●●■■●●●０

･３回羽

しゃがむ
、■●●●●●●■●●●●●●、□■□■●■、●●●●●●●●●●●●●●Ｂ■●●●●●ＣＤ●●●●■□●●●●●●●●。

4回
ﾛ■●□●●●●●●●●●●●●●●●□●●■●●●｡■●●●●●●●●●●●●●００●●●●●□●■■■●●■●■●Ｄｑ

ｌ回手を叩くと3回くちばし
■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●｡●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●0

１回くちばしと3回羽

しゃがむ

・３回手を叩く(遅れ気味）
■●●●●●●●●●●●ＤＱＢ●□●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●■●●●ＱＤｂ●●●●●□●●●Ｃｅ■●0

・３回羽(4拍目遅れ気味）
､●●●●■●●●●□■●●●●●●■●●●●●●■●●●●●●●●●●●●□●●●□●●●●●■■●●●､■●●●●●■

・３回手を叩く
■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●■●●●●■●●●●●●●■●●q

しゃがむ
D■●●●■●●●●●■●●●●ﾛ｡､■●■●●●●□●●■●■●●●ロ●●●□●□●●●｡●●■■□■●●●●●●■●□

．２回手を叩く.

笑う

5歳児、(95点）

膝で調子をとりながら待つ
巳●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｏ●■●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●

（膝で調子をとり)３回くちばし
■●ロ●●ＣＤ●ロロ｡●●●□●●●●●●■●●●●●●□■●●●●●■●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●B●●●B●●●

（体で調子をとり)4回羽
p●●●●●●●●●●●●●●●●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●

しゃがむ

４回手を叩く
●●■●●●●●●●□●●●●Ｑ●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●■

・３回くちばし
●●●●●●●●■●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●､●●B●B●●●●●Ｂ●

4回羽
､●■Ｂ■□●□■●●□●●□□●●●●■●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●●●ＣＤ■●●●●●●

しゃがむ
●ＣＤ●●●●●■●●●●■､●■●●●●●●■●●●●●●●●●ＤＣ●●●●●●●●●●●Ｂ■●●●●■●●●●●●■●●●［＝＝

4回手を叩く

･３回くちばし

4回羽

しゃがむ
■●●●●●●●■●□ＤＣ●●●●●●●●●●●■●､●●●●●●●●●●●●□●●●●●■●●●●■●●●●●●●●●■●●●●■

４回手を叩く
ﾛ●■●■●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■■●●●●●●●●●●●■●■●●■●●●●●●■●●●●●●●ＣＤ●●●0●ﾛ

４回くちばし
､●●●●●●Ｃ●●●●●●●●●●●●●●の●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●

4回羽
■●●●■●■●●●①●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●

しゃがむ
B■□●●｡●●●■●●■□●■■●●■■●●●●●●●●●●●●●C●B●●●●●●●●●●●●●●●Ｃ●●●●●●●●●●C●■

4回手を叩く
●■■●●●●●■●DDD●●■●B●、□●●□●●●●、●●●■●●●●●●●ＢＤＤ●●●●ﾛ､●●●●●●■●●●●●●●●■■

足踏みしておもしろがる
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われる｡｢見ることは触ってしることと基本的な共通性

をもっている」というなぞりアクションを例に引いて

説明している佐々木（1987)'8)の考えも観察する意味

に当たるかもしれない。また，走り回ったり跳んだり

する2歳児が数人いた｡２歳児の初期には模倣といえど

も、模写的なものと感覚を身体で翻訳し始めることが

あるという3)｡走り回る幼児､跳びはねる幼児は音楽が

なって楽しい気持ちを身体で翻訳したのではないだろ

うか。

様相２：模倣への意欲を示す

模倣への意欲はあるが、手だけ動かしている幼児が

２歳児で42％、３歳児で29％もいる。また、手も身体も

動かしてはいるが刺激を提示する実験者に同期して動

かしているだけのものが､２歳児から4歳児まで見られ

る。私たちの身体は外界の世界を正確に写し出す鏡の

ような媒体であり（丸野1992)Ｍ)、コンドン（1976)2）

はコミュニケーションの現場で、聞き手と話し手の動

きが互いに同期している「相互シンクロニー」と名づ

けられた同期が、模倣のキイになっていることを述べ

ている。手や身体だけを揺する反応はいくつものこと

を同時にできない3歳児に特に多い(園原1966)'9)し、

動作の区別もはっきりしない｡そして､３歳児で表現を

しない幼児はダンス模倣と直接関係しないはにかみ等

逸脱行為とも呼べるものが多く見られた。３歳に達し

た幼児は、親等そのふり遊びに無関係な者から目撃さ

れることを、恥ずかしがったり嫌がったりするという

(高橋1993)20)。加納（1966)'１）も３～６歳児を対象に

した感情表出の実験で、恥ずかしそうな感情表出は５

歳児よりも３～４歳児の方が顕著に認められたとして

いる。これは、幼児の性格、とくに恥ずかしがりはダ

ンスの模倣表現と関係が深いことを示している

(Furuichil997M1o

様相３：動きをかなり正確に真似ることができる

次に見られるのが動きの確かさである｡２～4歳児に

見られ、年齢とともに多くなっている。リズムに関係

するタイミング・パターンの理解に比して非常に得点

が高いのは、身体そのものをモデルの形に似せる「ふ

り」を真似るだけでよいからである。「ふり遊び」は幼

少のころから現れる（麻生1992)!）という。ダンスが

｢ふり遊び｣と違う点は即興的だということである。即

点であったが、くちばしの表現で手がグーになってお

り、次の羽との区別がつきにくく、表現があいまいで

あるが､模倣をしようと努力している様子が見られた。

３歳児Ｂは始まる前は｢踊るのがいやや、いやや」と

言っていたが、刺激の音楽が少し遅れると大声で「は

やくはやく」とせがんだ。実際に実験に入ると４回く

ちばしの表現を遅れ気味で行った後は、笑いと手をラ

ンダムに叩くことを繰り返していた。本人は楽しんで

模倣しているつもりであるが、手足の振りが小さくて

くちばしと羽の表現の区別がはっきりしないことや、

ダンス以外の表現、恥ずかしがる.友達とふざける.

友達を触る・笑う等がこの年齢の特徴である。

４歳児Ｃの模倣はじっと実験者を観察しており、１

拍遅れでくちばしを４回行っているが、始まりが1拍

遅れたために次々と１拍以上遅れていく。全体として

動きもパターンの理解も十分できているが、刺激の音

楽は４拍で次の動きに変わっていく。この速さに付い

ていけなくて、次の拍や小節に動きが食い込んで、少

しづつ全体的に遅れていく。真似をしているように見

えるが、自分で踊りやすいような動きに変えている幼

児がいるのもこの年齢の特徴である。例えばH要を振っ

てしゃがむところは手はグーで四股を踏んでいたり、

羽の部分は手をきらきらと振っていたり、しゃがむと

ころは床に手をついてしまったりである。

５歳児Ｄは最も得点の高かった例で、タイミングが

合って動きも大きくダンスを楽しんでいる様子が見ら

れ、動きが大きくしっかり安定しており、パターンの

理解もできている。ほとんどの幼児がダンスを模倣す

ることができている。よくできる例はダンスに入る前

から膝で調子をとっていた。

４．考察

ダンスの模倣は「見る」ことから始まり、上手にで

きるようになるまで次のような様相が見られた。

様相１：ダンスを観察する

２歳児の4割り近くと３歳児の１５％が見ているだけで

ある。模倣をするためにはモデルとなる行為を観察す

ることから始まるので、ダンス模倣の初期段階といえ

る。動きのイメージを自分のもっているイメージに加

えてファイルするためにじっと観察ていた]5)ものと恩

－６－
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興的とはリズム感覚に関係してくることである。それ

は幼児の心的感覚で構成されるもので、視覚的な動き

の形より難しかったことが考えられる。動きとタイミ

ング・パターンの相関は５歳児になると低くなり、運

動能力が分化してくるのであろう。

様相４：パターンの理解ができる

４歳児の模倣は明らかにパターンの理解と動きが

しっかりしてくる。が、動きが刺激の速さについて行

けなくて遅れ気味になる幼児が多い。パターンの理解

ができていれば、タイミングが合えばいつかは完全な

リズム反応へと導かれる（古市1971)5)ので、動き表

現はほとんどできている４歳児のダンス模倣の問題は

筋肉的な学習の問題である。また、動きがあいまいで

あったり、一部分を自分で変えたりしていく幼児もい

る。これは、リズムに関するパターンの理解とタイミ

ングを合わせるということに注意が向くと、動きへの

注意が希薄になるからであろうと思われる。

様相５：タイミングが合う

３歳児はリズムへの同期ができる年齢である（古市

1971)5)が、動きが加わるとリズムへの同期は遅れる。

5歳児の模倣についてほとんどの幼児がダンスを模倣

することができた。５歳児ではダンスが始まる前に身

体等でリズムをとって身構えているものが多く、動き

に入る前から幼児の心の中で全体像がイメージされて

いたのであろう。リズム反応の実験を行った古市

(1973)6）は手のタッピングにおいて３～６歳児のリズ

ム反応の同期と予期を調べた研究で、予期反応が優れ

た幼児は同期反応が優れていることを述べている。

幼児のダンス模倣はまず､見ることから始まる｡２歳

児ではじっと観察し、見ている内に、同期していき自

然と身体の一部が動く。次に表現の形が模倣される。

表現のパターンが理解できると、今度はそれを音楽に

合わせようと努力がなされ､５歳になると、タイミング

が合うようになり、ほぼダンスの模倣表現ができるよ

うになることがわかった。これらの様相は発達の段階

として設定するためには、刺激の種類を変えて調べる

必要があり、今後の課題としたい。

を考えないで動きを練習し、次に動きのパターンを理

解させ、タイミングを合わせていくことが有効ではな

いかという方向性をみることができたことは、指導の

理論付けを得ることになった。模倣の対象に対する教

師自身の価値観は幼児自身の知覚に影響を及ぼすこと

は避けられない3）とすれば、動きのモデルを提示する

先生自身の手本をより正確にする必要がある｡そして、

年齢の発達的段階を知った上で、保育で目標とするも

のを明確にしていくことが必要であろう。そして幼児

が模倣への努力をする過程で創造的な意欲が発展して

いくことを期待するものである。
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ノルベルト・エリアスにおけるスポーツ

坂なつこ

AStudyonSportandtheSocialTheoryinNorbertElias

ＮａｔｓｕｋｏＳＡＫＡ

Abstmct

OverthepastfewyearsaconsidemblenumberofstudieshavebeenpublishedonNOrbertEhas'sstudiesofsportsWhatseems

tobelacking,howevel;isthecloseconnectionbetweenhisintelestmviolenceandhissocialtheoryThus,ａｔfirst,theauthor

considerstherelationshipbetweenElias1sthe`thlesholdofviolenceinthedvUisingprocess，andhisstudiesofsports・Secondly；

theauthoranalyzeshisconceptsofthe`civilisingprocess'byfOcusingon`ngumtion，､ThisleadstotheconclusionthatElias1s

worksshownotonlyonespecialsociolOgicalappmchtowardsports,butalsothenecessityofsociOgeneticperspectiveinthis

neldofreserch．

的、政治的に新たな意味を生み出す場になっており、

マス・メディアの介在によりその契機はいっそう増幅

されつつある。このような変化を捉え、スポーツの今

日的意味を解いていくためには、新たなスポーツ認識

とともに､よりいっそう社会的文脈と関連させながら、

スポーツ、身体、身体文化を捉える理論的枠組みが必

要となっている。

欧米では、すでに80年代から、同様に生じたスポー

ツの変化を受け、ブリティッシュ・カルチュラル・ス

タディズやエリアス学派、Ｐ・ブルデュー（Pierre

Bourdieu）らの枠組みを用いた、新たなスポーツの理

論的模索が開始されているz)。その中でも、Ｎエリア

ス（NorbertElias）は、すでに60年代に、歴史的、社

会発生的なスポーツ研究を試みたことから、今日の

ヨーロッパ、特にイギリスのスポーツ研究において強

【はじめに】

スポーツに見られる近年の様々な変化にともない、

スポーツの社会学的研究においても、従来とは異なっ

た視座や方法が求められるようになってきている。

そこでは、菊幸一の指摘にみられるように、「複雑

化､錯綜化する近･現代を読み解く鍵としての「身体」

に着目し、そこにおける文化や、近代スポーツの意味

を汲み取ろうという視点」が生成しているのを見るこ

とができる!)。

このような動向が生まれる背景には、スポーツが、

メディアによる大衆化、商品化によって、従来の体育

や競技スポーツという枠組みを越えて、市民文化とし

て浸透しつつある状況をあげることができるであろう。

スポーツは様々な文化と結びつくことによって、社会

立命館大学大学院，社会学研究科博士後期課程：GraduateSchoolofSociologyRitsumeikanUniversity

56-1,Tbjiin-Kitamachi,Kita-ku,町oto603-8577Japan
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目し、そのことの解明が現代社会の「資本制」という

強大なシステムを説き明かすカギになるのではないか、

とする。

このため、多木は、エリアスがスポーツを社会との

関係で読み解こうとした点に着目する。エリアスが

｢スポーツがいかに一つの政治的文化的社会において人

間活動の表象として成立してきたかを発見した」こと

を評価し、｢歴史家として、スポーツがイギリスで発生

する過程とイギリスの議会制度の発生とが、同時代的

かつ同質的な関係にあることを指摘しているのは卓見

というべきであろう」としている7)。

しかし、他方で、エリアスのスポーツ研究は近代ス

ポーツの発生においては有効であるが、現代スポーツ

の分析にとってはその可能性は見られないとして、エ

リアスのスポーツ研究の限界も指摘する。それは、第

一に、エリアスは競争の非暴力化を無意識のうちに国

内に限っていたこと、第二に、現代社会でスポーツ活

動の加熱を促している力について、ほとんど考慮して

いない点をあげている8)。

第一の点について、多木は、エリアスが国内の平和

化しか語らず、そのため現代スポーツが抱えているナ

ショナリズムの問題、すなわち諸国家の間での競争と

いう側面が、エリアスのスポーツの枠組みにおいては

捉えられないとしている。

第二の点については、様々な活動の総体としての社

会において、スポーツとはその一部をなすものである

と考えるならば､｢他の多様な要素との関係からスポー

ツに作用してくる巨大な社会の力を捉え、また多様な

力によって動くスポーツが、諸要素の関係としての社

会をそれまでとは違った状態に変化させる作用を及ぼ

す過程として把握し直さねばならないのである」とす

る９１。

だが、第一の批判に関しては、多木は次のことを見

逃しているといえる。すなわち、エリアスが、２０世紀

の間にスポーツは「国家間の非暴力的、非軍事的な競

争形態の象徴的なあらわれとして機能を果たすように

なった」と指摘している点である'0)。エリアスは、ス

ポーツという文化の歴史的展開を、－国内においての

み想定しているのではないだろう。そのことは、エリ

アスが「文明化の過程」において、国家形成過程と情

い影響を持つに至っている。

日本においても、スポーツに関するエリアスの言説

は注目されるようになってきており、多木浩二、亀山

佳明、菊幸一などに、その強い影響を見ることができ

る3)。エリアスに関するこのような注目は、今日、日本

のスポーツにおいて生起している変化を背景としてい

ることはいうまでもない。だが、何より「スポーツに

関する知識は社会に関する知識である」とするエリア

スのスポーツについての視座と、情動と社会構造を総

合する独特の理論構成に、スポーツの変化を分析しう

る可能性が見いだされているからに他ならないだろう')。

しかしながら、このような可能性を含みつつも、日

本においてエリアス理論のスポーツ研究に関する可能

,性については、未だ十全に展開されているわけではな

く、その途についたにすぎないといえ、その掘り下げ

が現代スポーツの解明に必要なものとなっている。

このことから本稿では､エリアスのスポーツ研究と、

とりわけ彼の主著である『文明化の過程」にみられる

独自の歴史観に基づく社会学理論との関連を考察し、

エリアスの理論におけるスポーツの位置づけを明らか

にすることを試みる。特にここでは、多木らの諸説を

批判的に検討することを通して、従来のエリアスのス

ポーツ論の理解においては、暴力衝動の側面が強調さ

れ、社会変動としての「文明化」論が見落とされてい

るという点を示すこととしたＷ'。

1．スポーツと「文明化」

ここでは、多木浩二のエリアス認識とＨＰ、デュル

(HansPeterDuerr）による文明化論批判を検討するこ

とによって、エリアスの「文明化」論の把握の問題点

を示し、そのような理解は、エリアスのスポーツ研究

を「暴力衝動の抑制」に限定することにつながってい

ることを明らかにする。

（１）多木浩二のエリアス認識

多木は、現代社会におけるスポーツが、さまざまな

意味合いを含んでいることに着目する。スポーツは意

味のない気晴らしの娯楽ではなく、｢一方では近代固有

のナショナリズムを乗り越えているが、他方では新た

なナショナリズムを生み出してもいる｣6)。多木は、ス

ポーツにはそのような矛盾した言説が集まることに注
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動の変化を、ヨーロッパの諸国間の「編みあわせ

(VerHechtung)の秩序」というダイナミクスのもとで考

察していることからも明らかであるID｡｢編みあわせの

秩序」について、エリアスは、次のように述べている。

｢人間の相互依存のなかから全く特殊な秩序、それを

作った個々の人間の意志や理性よりもはるかに強制力

を持つ力強い秩序が生まれてくる。歴史的変化の歩み

を規定するのはこの編みあわせの秩序であり、文明化

の過程の根底に横たわっているのはこの秩序なのであ

る」１２)。このような秩序のもとで、エリアスは、「礼儀」

や「文明化された振る舞い」といった形であらわれる

人々の情動の変化とヨーロッパの国家形成過程との関

連を捉えているといえる。だが、多木の分析において

は、「文明化の過程」が｢歴史的モデル」としてのみ理

解され、スポーツの発展を分析するための社会理論と

は捉えられていないために、エリアスによるスポーツ

の歴史的展開の分析を－国内に限定することにつな

がっているといえる。従って、多木の論点には、諸個

人の「情動抑制」と国家形成としてみられる社会変化

との動態的な接合というエリアスの試みが、抜け落ち

てしまっているのである。

このことは、多木の批判する第二の点にも通じてい

る。「編みあわせ」の具体的な仕組みの考察が、「文明

化の過程』における国家形成過程であり、エリアスの

スポーツ研究の目的であった。ここでもまた、エリア

スの「フィギュレーション（hguration)」としてあらわ

れる､社会変動の力学が理解されていないといえる'3)。

多木が、エリアスのスポーツ研究を社会構造と情動

抑制の関係の考察において注目したことは意義のある

ことであるが、エリアスが「文明化」論において社会

変動の力学を明らかにしようとしたことは見落とされ

ていると考えられる。そのことによって、近代スポー

ツの発生においては有効であるが、現代スポーツの分

析にとってはその可能性は見られないとして、エリア

スのスポーツ研究を限定的に捉えてしまっているので

ある。

（２）デュルによる「文明化」論批判

同じように、「文明化の過程」の、社会変動の側面を

見落とし、単線的、進化論的「暴力抑制」の過程と捉

える立場は、デュルにおいて端的に見られるＭ)。デユ

ルは、エリアスの「文明化」についてのとらえかたが

全く進化論的な、ヨーロッパ文明礼讃の思想であると

して「エリアス学派」への批判を展開している。デュ

ルが、エリアス学派を「エリアスとその一派」とあら

わし、かれらの文明化論の説明を、「中世人や最近の

《未開》社会の人々は､われわれ今日のヨーロッパ人と

比べて、その衝動や情感がまだあまり制約されたり、

制御されたりされておらず、衝動の断念は重要ではな

く、感情を押さえるのはわりと取るに足らないことで

あった」と理解しているところに、エリアスの文明化

論に対するデュルの感情的な誤解が表れている'５)。

デュルの目的は、このような「文明化過程の神話」を

崩し、「四万年も遡れば､野蛮人も未開人も非文明人も

原始民族もなかった事実を隠していること」を明らか

にすることであり、「自分の裸を恥ずかしく思うのは、

この裸が歴史的にどう定義されているにせよ、人間の

本`性なのである」ということを理解されるようにする

ことである'6)。

しかしながら､エリアスの｢文明化｣への焦点は､｢文

明」によってヨーロッパを価値的に評価しているとい

うことを意味するのではない。｢文明｣がヨーロッパに

おいて表していたものは何か、また「文明化」とはい

かなる意味においてヨーロッパで用いられて来たのか、

という問題関心に由来するものであった17)。それはど

のような「社会的からみあい」によって形成されるの

だろうかという問いになるのである'8)。このようなこ

とから、例えば「文明化」の起源となる「礼儀」が表

現しているものを、エリアスは宮廷社会という「社会

の状況であり、自意識であり、`性格である」とするの

である'9)｡｢文明化の過程というのは人間の行動や感情

のある特定の方向への変化」と述べるように、一定方

向への漸次的な推移ということが意味されているが、

デュルのいう価値的な「良い方向」への発展として捉

えているのではない２０)。

この点においてデュルは、エリアスの「文明化」の

問題設定を読み取っていないといわざるをえない。エ

リアスは、それぞれの社会においてどのような基準の

もとで情感が抑制されたり発散されたりしたのかとい

う点に焦点を置いていたのであり、どのような社会の

圧力／編み合わせのもとで抑制や禁止条項が存在した
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の傾向、また暴力の統制やマナーが段階的に変化して

いくという傾向、さらに自然からの全般的距離化に

よって構成されている23)。ジェリーとホーンは、文明

化の過程との関係から、エリアスの捉えるスポーツ・

レジャーについて以下のようにまとめている｡一つは、

｢フィギュレーション｣としてあらわれる社会的相互依

存と近代国家形成の過程による社会発展のプロセスは、

行動の外面的､内面的抑制を強め､スポーツ・レジャー

にもその過程は反映されるということである。二つ目

は、現代のスポーツには、情動の抑制や社会のなかで

の暴力制御の要求の強まりが反映されているという点

である。しかし、他方で、スポーツは、「文明化の過程」

によって人々が受けている抑圧や緊張に対する対抗手

段として機能するとする。

以上のことから、ジェリーとホーンは、エリアス学

派のパラダイムが理論的、経験的に徹底して、社会学

的分析の焦点を社会構造と個人との相互関係におくこ

とによって、スポーツやレジャーの社会学的分析の発

展に貢献していると指摘している２１)。

このような点は､エリアスによるスポーツの理論的、

経験的な分析､たとえばイギリスにおける｢狐狩り」の

歴史的展開についての研究にみることができる。エリ

アスは､18,19世紀イギリスの｢狐狩り」の発達が､「ス

ポーツ」として知られるタイプの娯楽と、そのような

特徴を欠いていた初期の娯楽を区別する構造的な特徴

を、きわめて明確に示しているとする251．初期の時代

には、狐狩りは現実的な快楽、すなわち「獲物を殺し

て食べる快楽｣のための楽しみであった26)。しかし､狐

狩りはイギリスにおいて、独自の組織や習慣を持つき

わめて特殊化された娯楽になる。狐を殺すことではな

く、追いつめる過程が重要になるのであり、それが意

味するものは、「すばらしい競争であり、緊張であり、

興奮であり、フリカンドー（肉料理)」ではなくなるの

だ27)。狩りそのものの緊張感を持続させ、緊張と解放、

抑制と快楽の「新しいバランス」とそのドラマティッ

クな展開を重視するようになるのである。そのような

｢娯楽のスポーツ化」は、「社会構造」との関連でいえ

ば、イギリスの議会制民主主義を発展させた人々の

｢政治における妥協」という行動様式と、同様の自己抑

制を要求するのである28)。また、エリアスは、暴力の

りつくられたりしたのかという点を明らかにしようと

したのであった。

2．エリアスにおけるスポーツ

以上見てきたように、｢暴力抑制」としてのスポーツ

は、確かに「文明化の過程」においてあらわれるので

あるが、その前提となるのは、エリアスの社会を動態

的に捉える視点であり、「フイギュレーシヨン」として

表現しているものである。多木やしばしば引用される

デュルにおいても、その前提とされる「フイギュレー

シヨン」についての理解が欠落しており、それゆえ､複

合的な社会変動という視点を欠いた「暴力抑制」論へ

とスポーツ理解を限定しているといえる。

では、「文明化の過程」と「フィギュレーション」を

軸として、エリアスはどのようにスポーツを論じてい

くのだろうか。

ここでは、ダニングを中心とするエリアス学派のス

ポーツ研究をカルチュラル・スタディズとＡ・ギデンズ

(AnthonyGiddens)の枠組みを用いて､批判的に検討し

ているD･ジェリー(DavidJary)とＪホーンOohnHome）

に依拠して、エリアスにおけるスポーツの位置づけを

明らかにする。

（１）フィギュレーションと「文明化の過程」

ジェリーとホーンは、エリアス学派の視点の基軸と

なるのは、第一に、「人間の関係構造、フイギュレー

ション」という概念であり、第二に、「文明化の過程」

という概念であるとする。前者は、スポーツの焦点を

社会学的な参照枠に確保するものであり、後者は、ス

ポーツが体系的な分析を受ける際の一般的な歴史的モ

デルを提供しているとするZn。

第一のフィギュレーションという概念は、軋礫や矛

盾をも含む人々の相互依存の網の目をあらわす。ここ

では、人間は、どのような意味においても「自律した

個人」としてではなく、「開かれた個人」すなわち「諸

個人」としてあらわれる。このことは、社会学におけ

る「社会と人間」という硬直した二元論的関係にたい

し、エリアスが人間を「相互依存する存在」と理解し、

｢社会的存在としての人間｣を動態的に捉え直そうとし

たことを示している22)。第二の「文明化の過程」は、社

会的、内面的抑制が増大していくという歴史的世俗化
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感受性が増大した例を､ボクシングの発展に見ている。

他の多くの肉体的競技と同様、拳をそのまま使う戦い

は、最初に武器として足を使うことを排除するという

一定の強い規制のもとに置かれるイギリスにおいて、

スポーツの特徴を帯びたとする。エリアスは、このよ

うな「娯楽のスポーツ化」が、『文明化の過程」におい

て明らかにされた「行動と感情の一般的な法則と同じ

方向」への発展であるとしている29)。このような圧力

の発生が､「フィギュレーション」としてスポーツ化の

過程をうながしたと、エリアスは主張するといえるだ

ろう。

（２）社会発生論的スポーツ研究という視点

だが、ジェリーとホーンは、このようなエリアスの

見解が「文明化の過程」の概念から生じている「潜在

的な」機能主義と進化論主義であるとして、批判して

いる。

確かに、エリアスの暴力に対する問題関心は、彼の

理論の底流をなしているものであるといえる。だが、

見てきたように、文明化の過程は単純に暴力の抑制を

強化する過程としてあるのではない。そのように見え

る暴力の抑制・情感の抑制も、関係的、相対的にさま

ざまな状況でとらえられるものである。エリアスは

｢国家形成と個人的道徳意識形成､身体的暴力の許容範

囲、嫌悪感を覚えずに身体的暴力を行使できるあるい

は見物できる心理的限界_こうしたものは、異なる発

展段階にある社会では、その社会特有の諸関係のもと

にあるのだから、違ったものになると考えられる」と

して、暴力のあらわれを関係論的な見地のもとでとら

えている:{o)。このようにとらえるならば、エリアスの

文明化論が価値的で限定された暴力抑制・情感抑制で

はなく、また機能主義的な位置づけとも異なることが

理解されるだろう。

エリアスのスポーツ研究の焦点は､｢社会的に許容さ

れた肉体的暴力の表現のための飛び地」という表現に

みられるように、スポーツによって人々はいかにして

肉体的な損傷の危険を少なくさせながら、楽しい興奮

を経験しているか、という点にある''１)。スポーツは｢肉

体の行使や技をともないながらも、その過程でだれか

が重傷を負う可能性を最小限に減らす闘争の開放的な

興奮を人々に与えてくれる」のであり、かつての「本

当の戦争」は、種々のルールを伴った「模倣的」戦争

にかわるのである32)。

それはどのような社会にあらわれるのか。巨大な人

間関係の網の目、つまり相互依存の網の目が複雑かつ

長大になる、「文明化の過程」にある社会においては、

人々の情感や行動は極端なものから極端ものへの変化

ではなく、より均一に発現するようになる。すなわち

｢社会の網が細分化するにつれて社会発生的心理的自

己抑制装置もより細分化し、より多面的になり、より

安定してくるのである｣33)。ここで情感の発露は｢洗練

ざれ合理化された形で、合法的でかつ綿密に限られた

特定の位置を占めている」のであり、「戦闘欲･攻撃欲

は、たとえばスポーツ競技において、社会的に公認さ

れた形で顕現する」のであるＭ)。そのような社会にお

いては、エリアスが「スポーツ」の発生にとって重要

な役割を果たすとする「暴力に対する感受`性」が、よ

り敏感になるのである。そうなってはじめて、「スポー

ツ」という形で人は競技を楽しむことができるように

なるのである35)。

初期の大著である「文明化の過程』において、エリ

アスは、西欧における「文化」と「文明」の対立に着

目し、この対立から生じる「『文明化jされた行動様式」

とは､ヨーロッパの自意識を表していることを示した１６)。

ここでエリアスは、ヨーロッパ近代の緊張に満ちた人

間関係の在り方を見ていったといえる。大規模な「上

流社会」をもってはじめて生じる、巨大な人間関係の

網の目、つまり相互依存の網の目が複雑かつ長大にな

る社会において新たな人間関係の在り方が見られ、そ

こから新たな人々の行動様式が形成されるのである。

ここで「文明化の過程」とは、エリアスにとって社会

変化のある法則性、力学でもあることが見て取れる。

｢社会という場全体｣の変化としてあらわされるのであ

る。ここでは、人々の関係の在り方は、テンション・バ

ランス（tension-balance）であらわされるのであり、エ

リアスにおいては、この諸個人の間にあるバランスも

しくは関係が権力概念と関わらせて捉えられていくの

である37)。

このような捉え方のもとで、エリアスはスポーツの

発展のなかに『文明化の過程」において明らかにした、

社会構造の変化と諸個人の情感の抑制（表現）の変化

－１３－



京都体育学研究第１４巻平成１１年２月

ツは､プレイヤーによる競技という側面だけではなく、

大衆化、商品化とともに、ますますメディアや観客の

欲望が結びつき、うみだされる社会的、政治的な場と

して肥大化しつつある。そのため、現代社会における

スポーツを考えることは、それらの「場の全体」を問

うことであり、現代社会における文化の意味や、人々

の情動を含めた構造を捉える重要な契機であると考え

る。

の法則と同じ方向への発展を見いだす。例えば、エリ

アスは「『スポーツ」と呼ばれるイギリス式娯楽」が世

界的な普及をみるのは､｢この種の娯楽は明らかにこの

時期に多くの国々で必要とされた余暇の欲求に一致し

ていた」からであるとする3N)。「｢スポーツ』という肉

体の行使が重要な役割を果たす娯楽の特殊な形態｣は、

イギリスで最初に発展し､世界中に広がったのである39)。

｢スポーツ」とは､ある社会構造の形成過程において生

成した、一つの余暇の形態と捉える。このような理解

から、それぞれの時代における余暇や、各々の社会を

形成する人々がどのような余暇を求めるのかといった

研究の可能性が導かれるのであり、ここに、エリアス

が試みたように、スポーツの社会発生論的研究の可能

性が見いだせると考えられるのである。

【註】

l）菊幸一｢エリアス派スポーツ社会学と身体／Body」

日本スポーツ社会学会編｢スポーツ社会学研究｣第

５巻、法政大学出版局、1997年、15頁。

2）主としてイギリスのバーミンガム大学の現代文化

研究センター（CCCS:TY1eCenterfOrContempomry

CulturalStudies）を中心としてすすめられた、現代

文化やポピュラーカルチャーについての諸研究は、

一般的な文化研究との区別から、ブリティッシュ・

カルチュラル・スタデイズ（BCS:BritishCultural

Studies）と呼ばれている。これらの研究について

は､以下を参照のこと。Ｊホーン､山下高行訳｢ブ

リティッシュ・カルチュラル･スタディズとスポー

ツ・レジャー社会学｣、および棚山研「ブルデユー

社会学とスポーツ研究の可能性｣、ともに、ジェ

リー／清野正義他編｢スポーツ・レジャー社会学一

オールターナテイヴの現在』道和書院、1995年に

所収。

3）多木浩二『スポーツを考える－身体･資本･ナショ

ナリズム」ちくま新書､1995年､亀山佳明「スポー

ツの現代化と身体性の社会学｣｢岩波講座社会学第

４巻身体と間身体の社会学｣、菊幸一（前掲書)、

池井望「フィギュレーション社会学と近代スポー

ツ－Ｎエリアス論一」日本スポーツ社会学会編｢ス

ポーツ社会学研究」第３巻、1995年。

４）Elias,Norbert/EricDunning,Ｑ"CsﾉﾉbγＢｒｃｊ陀加c"/，

BlackweL1986,ｐ１９.(大平章訳「スポーツと文明化

興奮の探求｣法政大学出版局、1995年､27-28頁）

5）岡田も、方法論的側面からこのことに言及してい

る。岡田猛「Ｎエリアスにおける課題としてのス

ポーツ」体育・スポーツ社会学研究編「体育・ス

【おわりに】

以上のように、エリアスは社会の総体からスポーツ

を捉えようとしたのであり、そこにはしばしば誤解さ

れる単なる進化論的な暴力抑制の文明的昂進という見

方とは異なった、よりダイナミックな社会変化の過程

と関わらせてスポーツを捉える視点が存在する。

エリアスの理論が可能性を持っていると考えられる

のは、人間の情動に注目し、その変化を社会構造の変

化との関連において、動態的に捉えようとした点にあ

るだろう。そのうえで、多木がエリアスの情動抑制と

スポーツとの関係に着目し、現代スポーツの特徴を

｢近代的タイプのエキサイトメント｣に求めていること

は、意義深いことといえる。

エリアスは､｢編みあわせ｣や｢フイギュレーション」

によって、諸個人が織り成す社会の関係構造の変化や

過程、ダイナミクスを浮かび上がらせる。エリアスに

おいて「スポーツ」を考える際に、「文明化の過程」に

おいて諸個人が織り成す「フイギュレーション」とし

てあらわれる、｢社会という場の全体｣の変化の総体を

捉えることが重要であるだろう。その点に、変動する

現代社会において人々が求めるスポーツとは何か、と

いう問題を考える可能性があるといえる。

エリアスのいう「フイギュレーション」である人々

の相互依存の網の目は、現代社会においては、ますま

す広範囲にわたり緊密化している。そのなかでスポー
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７）同上書、14-13頁。

８）同上書、188-189頁。

９）同上書、189-190頁。

10)Ｅhas/Dunning(1986）ｐ23.(前掲訳書、３３頁）
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て異なった訳語があてられている。このことは、

「Hgumtion｣が後期になってから概念化されたもの

であることや､それが意味する、まさに網の目や織

物の図柄のような人々の相互依存関係のダイナミ

クスや歴史的変動を、一語であらわすことの難し

さが示されている。そのため、本稿では「フイギュ

レーション」としてカタカナ表記に変更している。

エリアス理論を深めるためにも、概念及び訳語に
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かｊ法政大学出版局、1994年］を参照のこと。
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肋"MjD'zSpm2eβ,ＢａｎｄＩ,Suhrkamp,1988.(藤代幸一

／三谷尚子訳｢裸体と恥じらいの文化史』法政大学

出版局、1990年）

15）同上書、１頁。

16）同上書、４頁。

17)Elias(1969),Vbrwort.（前掲訳書、「序文｣）を参照の

こと。

18)Ebenda,S・ＬＪⅨVⅡL(同上訳書、６２頁）

19)Ebenda,Ｓ65.(同上訳書、140頁）

20)Elias(1969),Ｓ312.(前掲訳書､333頁)この点につい

て、クリューガーも参照。MichaelKrUger,Zur

BedeutungderPmze6-undFigumtionstheoriefiirSport

undSportwissenschaftzumlOOGeburtstagvonNOrbert
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1998年）

21)JaryDavid/JohnHorne,TY1eFigurationalSociologyof

SportandLeisureofEhasandDunningandItsAltema-
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「スポーツ・レジャーにおける図柄社会学一エリア

ス、ダニングとそのオールターナテイブ」「立命館

文学jvoL536、1994年、211頁）以上の議論は、ダ

ニングらエリアス学派からの批判を受けて、次の

論文においてさらに展開されている。Ｊ・David／
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資料

黎明期における女性陸上競技および

女性中長距離・マラソンに関する略年表

岡尾惠市

TheShortenedChronologicamableoftheEarlyYearsofWOmen，sAthletics，

especiallyMiddle-distance,Long-distanceRunningandMarathoｎ

KeiichiOKAO

Abstract：

ThedevelopmentofworldwomenisathleticsisremarkableinrecentyearsButitisnotaccomplishedinasingle

day8ItisnothingbuttheeffOrtofsportigwomen1sfOrerunners,whohadbeenlookeddown,criticizedandimpededby

manysportsmenoveralongtimetostandontheirownfeetandtocarryoutwomen1sathleticmeetingssuccessfUlly

inamale-dominatedsoprtssocietyb

Thisshortenedchronologicaltableshowsthehistoryofthedevelopmentofwomen1sathletics,especiallyofmiddle‐

distance,long-distancerunningandmarathoneventsandtherecordsfromthelatel9thcenturytotoday

種目のうちlOOm競走が852％、800ｍ競走は80.8％、

走高跳は78.3％､走幅跳は75.7％であったものが､1998

年段階の世界記録比較では、１００ｍ競走は93.4％、８００

ｍ競走は８９３％、走高跳は85.3％、走幅跳は84.0％で

あり、とくに長距離について見てみるとlOOOOm競走

では89.62％、マラソン競走は90.1％となり、ほぼ男

性の90％の水準に到達してきていることがわかる。

こうした世界レベルの女性競技者による記録の飛躍

的進展は、女性の身体的特性の研究に立脚した科学的

トレーニング方法の急速な進歩にもよるが、より大き

な要因として、今日世界に普及・発展した「陸上競技」

を愛好する数千万人という女子選手たちの存在があっ

てはじめて成就されたものと考えられる。

しかし、世界の陸上競技界にとって「女性の陸上競

＜はじめに－問題の所在と研究課題＞

近年の女性の陸上競技選手たちの樹立する記録の水

準の高さには驚かされる。1998年段階での女`性選手た

ちの出している世界記録は､1936年の「オリンピック・

ベルリン大会｣当時から戦後の1950年代に出された男

性の世界記録に匹敵するとともに、日本記録と比べる

ならば、いくつかの例外を除けば1964年の「オリン

ピック・東京大会」当時の男性選手たちの出した記録

に匹敵する水準に達してきている。

また、男女間の記録の比率をみると、「近代オリン

ピック」に女'性の陸上競技種目がはじめて採用された

1928年の「オリンピック・アントワープ大会」当時の

男性の世界記録を１００％とすると、女性の競技力は､走

立命館大学経済学部：DepartmentofEconomics,RitsumeikanUniversityl-1-1NOji-Higashi,Kusatu,Siga525-8577Japan
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男性に「追いつけ追い越せ！」と「男性のミニコピー」

の形を取りながら歩を進めてきた｢女'性陸上競技｣が、

２１世紀に入ってもその路線を継承･発展させていくべ

きか、それとも「女'性独自」の種目や内容の陸上競技

を創出していくべきかについての考察を試みようとし

ている。

本研究は、その糸口をつかむために、まず今日まで

の女性の陸上競技の歩み、とりわけ近年、進境の著し

い女子中長距離およびマラソンがどの様な歩みをして

きたかを改めて整理し、上記の課題を検討するために

作成したものである。

技｣が組織として公然と活動を開始するのには幾多の

｢茨の道｣を歩んできたことを忘れてはならない｡男性

の近代陸上競技は、1850年代の英国にその萌芽が見ら

れ、1860年代の後半には「規則」が整備され、組織が

確立して、ほぼ今日と同様な姿を現わすが、女性の競

技は１９世紀末までその出発を待たねばならなかった。

しかも、当初は「女性が競技をする」ということに対

して、男性の側からの蔑視や非難・妨害が多々あり、

1920年代に入って当時の女性たちは「女権獲得・選挙

権獲得」等の運動と連動させながら、組織を創って立

ち向かう中から今日の活動の基礎を築いてきた。

筆者は､1920年代以降今日まで約80年間にわたって

黎明期における女性陸上競技および初期の女子中長距離・マラソンに関する略年表

＜古代オリンピア＞ 一般に女`性の入場は禁止デメター（農業女神）司祭の尼僧のカミネのみ、オリンピア競技

場内で見学を許可される

オイノマオス王の娘のヒッポダメイアの婿探しを起源とする(初回にはクロリスが優勝し

たといわれる）女神「ヘラ」を崇めてのエリスの１６人の尼僧が審判となり女子競技を行

なう

キートンを着て50Oオリンピック・フィート（約160ｍ）の短距離競走を行なう

勝者にはオリーブの冠と仔牛の肉が与えられ、自像の建立が許可された

ピシアン、イストミアン、ネメアで女子短距離競走実施

イストミアンでへデラが戦場馬車で走行

＜スパルタ＞

(リュクルゴス時代）

＜ＢＣローマ時代＞

＜ＡＣローマ時代＞

｢Spectator紙」に英国バースでのWhkeに老若男女の参加する運動会の記事掲載

｢EverydayBook」に地方の運動会に女子の賭け競技開催の記事

｢ThespiritoftheTimes」にアメリカで女子の「賭け長距離競走」が行なわれたとの記事掲

載

ニューヨークの「MechanicalHall」で12時間以内に801,1を走る「賭け競走」が行なわれ、

Ｍ・マーシヤル嬢が優勝して５０ドルを得た

Ａ・アンダーソン夫人がニューヨーク・ブルックリンにある「MozaltHall」での賭け競走

で675時間（２８日３時間）にlO861qllを走破

Ｅ・カペル夫人はシカゴでの｢賭け競走｣で3000時間（125日間）に750マイル(約12071,1）

走破

同４月１２日付の「国家警察公報（TheNationalPbliceGazette)』に「GilmoreisGalden」で

行なわれた６日間にどれだけ歩けるかの「賭け試合」があり、Ｍ・フォン・グロスが372

マイル（596km）を走破しlOOOドルを得たとの記事掲載

｢TY1eNewYbrkTImesjに「第20回ブルックリン・カレドニアン・クラブ大会」に、６人

が出場する女子220Ｙ競走が実施され、Ｂ・エドワード嬢が優勝

1710年代

1826年

1832年４月

1877年４月２７日

1878年

同年

1879年４月

1886年７月６日
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黎明期における女性陸上競技および女川性中長距離・マラソンに関する略年表

米国ニューヨーク州ポキプシーのヴァエサー大学で「FieldDay」の名の下に、初の「女子

の陸上競技大会」を開催（lOOY200Y･'2川･走高跳･走幅跳・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ球投）開催

｢第１回近代オリンピック」（於アテネ市）の「マラソン競走」女性のメルポメーネが隠れ

て出場、４時間半で走破（非公認扱い）

女性の手になる女`性競技者のための書『女性のための運動と屋外スポーツ（Athleticsand

Out-doorSportsfbrWbmen)」出版、第１章はＣ・ターヒューン箸の「陸上競技（tmckand

Held)｣、第２章はボストン陸上競技クラブ所属のウエルズリー大学のコーチ、Ｈ・ホルト

ン箸の「ランニング」

同日付の「モントクライア－。タイムズ』紙に、前日の２９日に行なわれたニュージャジ

ー州の女子生徒向けのパムリコ高校の陸上競技大会での50Ｙ競走でＧ・ギフアンが７秒

０で優勝等の記録掲載(当日の実施種目(50Y･75Y走・帥｡ﾝﾄﾞ砲丸投・走高跳･走幅跳・300YR）

同月付のrIheAmericanPhysicalEducationReviewj誌に「米国高校トレーニング協会」第

１回会議で、協会は女子陸上競技を承認しない」との決議がなされた報告を掲載

同月付の「TheAmericanPhysicalEducationReviewj誌に米国の小学校女子学童向けの陸

上競技大会の状況についての記事掲載

スエーデンのエーテポリで女子生徒のための陸上競技会開催

フィンランドで女子陸上競技大会開催lOOOm3分26秒５等の記録が残っている

仏の「婦人参政論者（suffragette)」のＡ・ミリア夫人が「フランス女子スポーツ連盟

(FFSF)」を結成

オーストリア陸上競技連盟に「女子部」設立を決定、「ウィーン・フットボール・クラブ」

と「ドナウ女子水泳クラブ」の協力で陸上競技大会を開催

スエーデンで「女子体力章検定」国内で424回実施

米国カリフォルニアで「サンフランシスコ電話郵便会社(TheSanHanciscoCallandPbst)」

主催による「第１回女子クロスカントリー・ハイキング大会」（距離７マイル・'77名が出

走）実施、Ｅ・ヒックマン嬢が１時間１８分48秒で優勝、観衆3000人

｢第１回オーストリア女子陸上競技選手権大会」開催（100,.400m･走高跳･走幅跳円盤投・

砲丸投）

｢ウィーンＦＣ」はブタペストに女子選手派遣し「対抗戦」実施

「ドナウ女子水泳クラブ」はミュンヘンに女子選手派遣し「対抗戦」実施

「ドイツ陸連」に女子部創設

｢英国陸軍陸上競技選手権大会」の番外種目に女子440Y競走導入

｢FFSF」は「IOC」にオリンピック大会に女子陸上競技種目を導入する様に提案

英国｢第１回北部陸上競技選手権大会｣でヨークシャーのバートン選手がスパイクを履い

て短パンツで100Y走に優勝

｢ウィーン対ベルリン女子対抗陸上競技大会」開催

英国では「国際女子陸上競技大会」派遣のために予選会開催

「５カ国対抗女陸上競技大会」モンテカルロで開催（仏･英･伊･ｽｲｽ･ﾉﾙｳｪｰ)が参加

｢英仏対抗女子陸上競技大会」パリで開催（ﾗｲﾝｽﾞ選手はlOOYを１１秒８で走る）

ミリア夫人がパリのサル・プセ会館に関係者を集め、「国際女子スポーツ連盟（FSH）を

設立、（加盟国は英･米･仏･伊・七ｺ･ｽﾍﾟｲﾝ）

1895年11月９日

1896年４月２７日

1903年

1903年５月３０日

1906年９月

1910年1０月

1913年

1913年

1917年

1917年４月

1917年

1918年４月２１日

1918年７月２７日

1918年

1918年

1919年

1919年

1919年

1919年

1920年９月

1921年１月

1921年３月１０日

1921年１０月３０日

1921年１０月３１日
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｢ベルギー女子スポーツ連盟」５０人で創立

第１回「ドイツ女子陸上競技選手権大会」開催（１００，．４×lOOmR･走幅跳・5kg砲丸投）

｢英国女子陸上競技連盟」（ＷAAA）創設

｢第２回国際女子陸上競技大会｣モンテカルロで開催(ﾍﾞﾙｷﾞｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸが加わり合計８か国

が参加）

東京キリスト教女子青年会主催で｢女子連合競技大会｣御茶ノ水の女高師で開催､参加者

は85名

｢第２回FSFI総会」パリで開催（英･米･仏･ｽｲｽ･ﾁｪｺ･ｷﾞﾘｼｱが出席）

｢第１回女子オリンピック（WbmenIsOlympicGames)｣パリのペルシャン競技場にて開催、

観衆は２万人、国別対抗形式、参加国（英･米･仏･ｽｲｽ･七ｺ)、実施種目（60Y100Y･300m・

lOOOIIl･l00YH440YR･走高跳･走幅跳・砲丸投･やり投）

｢ロンドン・ブリュッセル・パリ３クラブ対抗女子陸上競技大会」ブリュッセルのパルク

競技場で開催

大日本体育同志会が主催して「第１回全日本女子陸上競技選手権大会」開催、315名が参

加

｢全米アマチュア競技連盟（NAAF)」結成、女子部局長に米国商務長官夫人フーバーが就

任

｢米国アマチュア競技連合（AAU)」は女子が陸上競技種目に参加することを巡って討論、

水泳・体操競技と同様登録を許可

｢第３回国際女子陸上競技大会」モンテカルロで開催、参加６か国

英国の女子大学関係の大会を管理・運営する組織として「女子大学陸上競技連盟

(WIUAB)」創設

｢第１回英国女子陸上競技選手権大会」ロンドン郊外のブロムリーのオクソ・スポーツ競

技場で開催

｢第１回全米女子陸上競技選手権大会｣米国ニュージャージー州のニユーアークのウイー

カヒック公園で開催､開催種目（50Y･l00Y60YH･440YR･走高跳･走幅跳｡8;toﾝﾄﾞ砲丸投・円盤

投･やり役･ﾊｽｹｯﾄ球投･野球用球投）

健母会・中央運動社･毎日新聞社の主催で「第１回日本オリンピック」大阪市立運動場で

開催、３府13県から1800名が参加

｢第７回IAAF総会」パリで開催、「IAAF」自体が女子用の競技規則を早急に制定して、傘

下に入れて女子の陸上競技全般を掌握することを決定

｢第３回FSFI総会」バリで開催、（参加国はへ゛ﾙｷﾞｰ･ｶﾅﾀﾞ･仏･英･伊･ﾘﾄｱﾆｱ･ｽｲｽ･ﾁｪｺ･ﾕｰｺﾞ）女

子用の競技規則を策定、「IAAF」の傘下に入ることを決定

｢６か国対抗女子陸上競技大会｣ロンドンのスタンフォード･ブリッジ競技場にて開催､観

衆25000人集まる、７つの世界新誕生

｢英国女子クラブ対抗陸上競技大会」で４種目に世界新誕生

｢英国女子陸上競技選手権大会」開催

｢英・加・チェコ３か国対抗女子陸上競技大会」ロンドンのスタンフォード・ブリッジ競

技場で開催

｢カナダ女子陸上競技連盟」結成

1921年１０月

1921年

1922年初頭

1922年４月

1922年５月２７日

1922年８月１８日

1922年８月２０日

1922年８月２７日

1922年1１月

1922年１２月

1923年１月

1923年４月

1923年

1923年８月１８日

1923年９月２９日

1924年６月１５日

1924年７月３日

1924年７月３１日

1924年８月４日

1925年６月６日

1925年６月１１日

1925年７月３１日

1925年

－２０－



黎明期における女性陸上競技および女性中長距離・マラソンに関する略年表

1925年 スエーデンは英国女子チームを招待してエーテポリとファルケンポルグで「２カ国対抗」

開催

｢第２回明治神宮競技大会」で人見絹枝選手２種目に優勝1925年１０月２８日

～１１月３日

1925年11月22.23日 ｢第１２回全日本陸上競技選手権大会」に女子種目登場、実施種目（50111.100,.200mR400mR

走高跳・三段跳･帥｡ﾝﾄﾞ砲丸投）

Ｓ・Ｃ・エリオット・リン「女性陸上競技（AthleticsfbrWbmenandGirls)ｊ女子選手の立

場からの著書発刊

｢ロンドン・ポリテクニック・ハリアーズ・マラソン」でＶ・ペルシーが３時間40分22秒

で走破

新設の奈良県美吉野運動公園競技場で「第３回日本女子オリンピック」を開催

人見選手シベリア鉄道経由で渡欧、エーテポリに向かう

｢第８回IAAF総会」オランダのハーグで開催、女子問題の特別委員会設置を決定、「IOC」

に対して1928年の「オリンピック・アムステルダム大会」から女子種目を登場させてほ

しいとの要望書を提出

｢IOC」から「オリンピック」の名を削除する様に迫られ、「第２回国際女子大会（2ndln-

ternationalLadiesGame)｣の名に改称して開催､人見選手走幅跳で世界新など２種目優勝を

含む６種目に入賞して「会長特別賞」を受賞

｢第４回FSFI総会」エーテポリで開催、以後は「IAAF」との接点を見出すために「合同

技術委員会」を設置すること、1930年に「第３回国際女子大会」をプラハで開催するこ

と、具体的な女性用の「競技規則」等を確定した

｢ロンドン・ポリテクニック・ハリアーズ・マラソン」にＶ・ピアシが挑戦、３時間40分

22秒で走破

｢IAAF理事会」パリで開催、８月の総会で決めた1928年の「オリンピック・アムステルダ

ム大会｣で女子５種目（'00,.800,.400mR･走高跳･円盤投）を実施することについて採決し

た結果、仏･独･ｽｴｰﾃﾞﾝ･ﾁｪｺ･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの委員は賛成、英国は反対した

｢IAAF理事会」アムステルダムで開催､将来ともオリンピックで女子種目を実施していく

こと、１０種目を行なう方向で「技術委員会」が検討することを決定

｢オリンピック・アムステルダム大会」開催、女性種目は５種目日本からは女性選手と

して人見選手が唯一人参加、800ｍで２位入賞し「銀メダル」を獲得、（女子陸上競技出場

選手数・独19.米19･ﾍﾞﾙｷﾞｰ14･ｵﾗﾝﾀﾞ14.仏１３･加６･伊6･ｽｴｰﾃﾞﾝ6･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ5･ｵｰｽﾄﾘｱ3･ﾊﾝｶﾞﾘｰ

3･ﾗﾄﾋﾞｱ･ﾘﾄｱﾆｱ･ﾙｰﾏﾆｱ各2･ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ﾁｪｺ･ｴｽﾄﾆｱ･日本･ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ･南ｱﾌﾘｶ･ｽｲｽ各1､[英国はﾎﾞｲ

ｺｯﾄ]､２１カ国121名が参加

｢オリンピック・アムステルダム大会」初採用の800ｍでＬ・ラドケ・バッチャウアー（ド

イツ）２分16秒８の世界新で優勝

1925年

1926年１０月３日

1926年５月

1926年７月８日

1926年８月５～８日

1926年８月２７～２９日

1926年８月２９日

1926年１０月３日

1926年１２月２８日

1928年１月８日

1928年７月２８日

～８月１２日

1928年８月２日

キエフでの大会の800ｍでＮ・オトカレンコ（ソ連）が２分08秒５の世界新記録を樹立

(初めて２分10秒の壁を破る）

米国モリスタウンでの「全米女子選手権」で880Ｙ競走実施、Ｆ・マッカードルが２分２６

秒７で優勝

1952年６月１５日

1958年７月４～５日

－２１－



京都体育学研究第１４巻平成１１年２月

モスクワでの「米ソ対抗陸上」で800ｍ競走実施

｢オリンピック・ローマ大会」に800ｍ復活、Ｌ・シェフツオワ［旧姓リセンコ］（ソ連）

２分04秒３の世界新で優勝

｢GANEFO大会（新興国競技大会)」で申金丹(朝鮮民主々義共和国）800ｍで１分59秒ｌ

の世界新を出したが「IAAF」の公認の大会でないとされ未公認に終る

Ｍ・レバー（米)はカリフォルニア州のカルバーシティーでのマラソンに出て３時間37分

07秒で走破

Ｄ・グレイグ（英［スコットランド]）は英国ライドの大会で３時間27分45秒で走破

オークランドの大会でＭ・サンプソン（ニュージーランド）は３時間19分33秒の記録樹

立

｢第71回ボストン・マラソン」に米国マサチューセッツ州のＲ・ギブが隠れて出走し、３

時間21分40秒で完走

同上大会でＲ・ギブが３時間27分17秒で優勝、Ｋ・Ｖ・シュバイツァーは「健康証明書」

を提出しゼッケン261を着けて４時間20分２秒で完走

Ｍ・ウイルトン（加）トロントの大会で３時間15分22秒の記録樹立

ロンドンでの「英国女子選手権」でＡ・スミス（英)、1500ｍで４分17秒３の世界新記録

樹立（正式公認第１号）

西独ワルドニールのマラソン大会でＡ・ペーデ（西独）３時間07分26秒２の記録樹立

Ｍ・ゴメルス（オランダ）1500ｍで４分15秒５の世界新記録更新

アテネでの「欧州陸上選手権」でＪ・エヘリチコバ（チェコ）1500ｍに４分１０秒７の世

界新記録樹立

16才のＣ・ウオーカー（米）オレゴンリト|シーサイドのマラソン大会で３時間02分53秒の

記録樹立

フィラデルフィアのマラソン大会でＥ・ポナー（米）３時間０１分42秒の記録樹立

豪のヴィクトリア州ウエリビーのマラソンコースでＡ・ビームス（豪）が２時間46分３０

秒の女子マラソン世界最高で走破（初めて３時間の壁をを破る）

シュトゥットガルトの大会でＨ・ファルク（西独)800ｍで１分58秒５の世界新記録樹立

(初めて公認で２分の壁を破る）

｢第77回ボストン・マラソン」では女子選手の出場を正式に認可

｢オリンピック・ミュンヘン大会」初採用の1500ｍでＬ・ブラギナ（ソ連）４分01秒４の

世界新で優勝

英国ダーラムの大会でＬ・ブラギナ（ソ）は3000ｍに８分52秒８の世界新記録樹立（正

式公認第１号）

わが国初の女子マラソン選手須藤令子(札幌女子短大)が｢網走湖畔マラソン」出場して、

４時間07分40秒で走破

米国カレッジ・パークでの「米ソ対抗陸上」でＬ・ブラギナ（ソ連）は3000ｍに８分２７

秒１２の世界新記録更新

プエルトリコのサン・ノセでの「IAAF総会」において3000ｍを84年の「オリンピック・

ロサンゼルス大会」から正式種目とすることを決定

｢ニューヨーク・マラソン」でＧ・ワイツ（ノルウェー）２時間27分32秒６の記録を樹立

1958年７月２７～２８日

1960年９月８日

1963年

1963年１２月１６日

1964年５月２３日

1964年７月２１日

1966年４月１９日

1967年４月１９日

1967年５月６日

1967年６月３日

1967年９月１６日

1967年１０月２４日

1969年９月２０日

1970年12月

1971年５月９日

1971年８月３１日

1971年７月１１日

1972年４月１９日

1972年９月９日

1974年７月６日

1975年７月２６日

1976年８月７日

1979年

1979年１０月２２日
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黎明期における女性陸上競技および女`性中長距離・マラソンに関する略年表
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＜引用文献＞
ingthelOOthAnniversaryoftheBostonAthleticAssociation

l）秋葉尋子（1978）「体育・スポーツの歴史第９章』（日Marathon-j(RodalePress,Inc.）

本体育社）７）JonsonAnneJanette(1996),｢GreatWbmeninSportsj(Visible

２）ＣｕｍｍｉｎｇＪ「Runnersandwalkers:al9thcenturysports lnkPress）

cholDniclej(RegneryGateway）８）岸野雄三他編(1973)，『近代体育スポーツ年表」（大修館

３）DrinkwaterBarbaraL,(Ｅｄ)(1986)，「RlmaleEndurance 書店）

Athletics』(HumanKineticsPubJnc.）９）岸野雄三他編(1987)，『最新・スポーツ大事典一資料編』

４）FbldesE(1964)，『WbmanatOlympic｣(thetraditionalOlym‐ （大修館書店）

picAcademy;Reportofthe4thSession）１０）LovettCharlie(1997),『OlympicMamthon-AcentenmalHis-

５）GibbRoberta『TheFirstWbmantoRunBostonj(Rnnneis‐toryofthemostStoriedrace｣(Praeger）

WbddJunel978）１１）岡尾惠市(1990),「イギリスにおける近代陸上競技規則成

６）HigdonHal(1995)，『ACenturyofRunmngBoston-celebmt－ 立の経過-1860年代以降を中心に－」（『保健･体育研究』

－２３－

1979年１１月下旬

1981年７月１１日

1981年８月７日

1983年１月２３日

1984年６月２８日

1984年８月５日

1984年８月１０日

1985年４月２１日

1985年７月２７日

1988年９月３０日

1993年９月１３日

1996年７月２８日

1998年４月１９日

(初めて２時間30分の壁を破る）

ポーレン国際陸連会長が東京で初開催の「第１回東京国際女子マラソン大会」を見学し、

84年の「オリンピック・ロサンゼルス大会」から「女子マラソン」を正式種目とすること

を表明

オスロの大会の5000ｍでＩ・クリスチャンセン（ノルウェー）は15分28秒43の世界新

記録樹立（正式公認第１号）

モスクワの大会のlOOOOmで○・クレンツェル［結婚後はポンダレンコ］（ソ連）は32分

30秒80の世界新記録樹立（正式公認第１号）

｢全国都道府県対抗女子駅伝競走大会」京都で始まる

Ｉ・クリスチャンセン（ノルウェー）はオスロの大会で5000ｍで14分58秒89の世界新

記録樹立（初めて15分を割る）

｢オリンピック・ロサンゼルス大会」で初の「女子マラソン」実施、Ｊ・ベノイト（米）が

2時間24分52秒で優勝

同大会で初採用の3000ｍでＭ・プイカ（ルーマニア）が８分35秒96で優勝

｢ロンドン・マラソン」でクリスチャンセン（ノルウェー）は２時間21分06秒の世界最高

記録を樹立（98年度まで破られず）

オスロの大会の10000ｍでＩ・クリスチャンセン（ノルウェー）は30分59秒42の世界新

記録樹立（初めて30分台に入る）

｢オリンピック・ソウル大会」に初採用のlOOOOmでＯ・ポンダレンコ（ソ連）が31分0５

秒21で優勝

王軍霞（中国）は北京の大会のlOOOOmで29分31秒78の世界記録を樹立（初めて30分

の壁を破る）

｢オリンピック・アトランタ大会」に初採用の5000ｍでは王軍霞（中国）が14分59秒8８

で優勝

｢第18回ロッテルダム・マラソン」でＴ・ロルーペ（ケニア）は２時間20分47秒の記録

を樹立［男女並走レース]、13年振りに世界最高記録を更新
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４）GerberEllenW他(1974)TheAmericanWOmaninSport・

AddisonsWesleyPUbCo.、

５）GuttmanAllen他(1984)EssaysonSportHistoryandSport

MythologymsxasA＆MUmvPress、

６）GuttmanAllen(1991)WOmen1sSportsAHistoryLColumbia

UnivPress、

７）GynnRoger(1984)TheGuinnessBookoftheMarathon・

GuinnessSuperlatives，

８）HalgrevesJenniferA(1994)SportingFbmales-CriticalIssues

intheHistoryandSociologyofWbmen'sSportsRoutiedge，

９）HeinonenJanet(1989)ACompleteGmdeRunningfbrWOmen

SportsmusmIted

lO）人見絹枝（1929)スパイクの跡．平凡社．

１１）人見絹枝（1930)ゴールに入る．一成社．

12）JohnsonAnneJanette(1996)GreatWbmenSportsVisiblelnc.、

１３）MandellRichardD.(1984)SportACulturalHistoryColumbia

UnivPress

l4）三橋義雄（1924）女子競技．東京廣文堂書店．

１５）日本陸上競技連盟70年史編集委員会編(1995)日本陸上競

技連盟70年史．ベースボール・マガジン社．

１６）織田幹雄，戸田純編著(1983)炎のスプリンター．山陽新

聞社出版局．

１７）小原敏彦(1990)人見絹枝物語．朝日新聞社．

18）岡尾惠市(1994)近代女子陸上競技成立の過程．立命館文

学第536号．

19）岡尾惠市(1996)陸上競技のルーツをさぐる．文理闇

20）ＰｏｐｅＳＷ(Ed)(1997)TheNewAmericanSportHistoly-Recent

AppmachesandPerspectjves-UnivDflllinoisPress、

21）TheodomkopolosY2nnis＆LuzenhchthrAlain(1997)Mamthon‐

‐History＆Statistics-.６thlAAFWOrldChampionshipsin

Athletics､ＣＯＣ.、

22）WilsonNeil他著(1982)TheMamthonBook-APmcticalGuide‐

‐MIginBooks

23）YbungDavidC.(1996)TheModernOlympicTheJohnsHOpkins

UnivPress．

立命館大学人文科学研究所紀要別冊第７号）ｐ79～９９

１２）MBeologosK箸・鈴木良徳訳（1982)，『古代オリンピア

英雄伝』（ベースボール・マガジン社）

13)QuercetamRobertoL(1990)IAthletics--AHistoryofMod-

emTiackandHeldAthletics(1860-1990)MenandWOmenj

（AthleticTbday）

１４）RemleyML(1984),iTheSteelengmvingladyandtheGibson

girlTheAmericansportwomanintradition;1880～1910』(The

paperofl2thAnnualConventionofNorthAmericanSodety

fbrSportHistory）

15）ShearmanMontague（1887)，『AthleticsandFootball』

（Longmans,GreenandCo.）

16）SimriU(1977)，『Ahistoricalanalysisofthemleofwomenin

Olympicgamesj

17）TheodomkopoulosYhnnis(Ed)(1997),iHnathinaikonStudium

A2300YbarLongHistoryj(theCenmlOIganizmgCommittee

ofthe6thWbddChampionshipsinAthletiＣｓ）

18）TricaldLouiseMead(1985)，『AmericanWOmen'sTYackand

FieldAHistonil895thmughl980j(McFhrland）

１９）WebsterFAM.(1930)，『AthleticsofTb-DayfOrWOmenj

（FiedericWhme＆ＣＯ.,Ltd）

20）WebsterEAM・著・宮原治、森田俊彦訳(1937)，『オリン

ピク競技史』

21）1960～1998,(１１ｲ)|陸上競技連盟『年次陸上競技ルールブッ

ク』（あい出版）

22）1963～1998,『陸上競技マガジン年度付録記録集』（ベー

スボール・マガジン社）

23）1966～1998,『月刊陸上競技付録年度記録集』（講談社・

陸上競技社編）

24）雑誌「月刊陸上競技1998年１月号・’999年１月号』（陸

上競技社）

＜参考文献＞

１）BoutiUerMaryA＆GiovanniLudndaSan(1983)TheSporting

WOman､HumanKineticsPubHshers，

２）DavisMichaelD.(1992)BlackAmericanWbmeninOlympic

TfackandHeldMcFMand、

3）Eliott-LynnSpophieC.(1925)AthleticfbrWOmenandGirls

RObertScott．

(付記）

本研究は平成８年～１０年度文部省科学研究費く基盤研究Ｃ

（２）課題番号08680147＞の補助を受けたものである。

（1998年８月３１日受付、１２月２７日受理）
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京都体育学

ム
ゴ

ム
ゴ

則

昭和２７年７月５日

昭和37年６月９日
昭和４１年６月６日
昭和49年４月１日
昭和54年４月１日

昭和55年４月１日
昭和60年４月１日
昭和62年４月１日
平成５年４月１日

平成１０年４月１日

制定施行
改正

改正

一部改正

一部改正
一部改正

一部改正
一部改正
一部改正

一部改正

1．総則

1．この会を京都体育学会（町otoSocietyofPhysicalEducation）と称する。この会は日本体育学会京都支部

を兼ねる。

2．この会は体育に関するあらゆる科学的研究をなし，体育学の発展を図り，体育の実践に寄与することを

目的とする。

3．この会に専門分科を置くことができる。

２．会
一

貝

4．この会は前条の目的に賛同する研究者をもって組織する。

5．会員は正会員および購読会員とする。正会員には学生会員をおくことができる。正会員になるには正会

員の紹介と理事会の承認を要する。

３．機関

この会の運営は次の機関による

（１）総会（２）役員会（３）理事会

通常総会は毎年１回これを開き，当日の出席会員をもって構成する。

総会は正会員中より役員として会長（１名），副会長（２名），理事（若干名）および監事（２名）の

選出を行うほか，役員会の提出する重要事項を議決する。

総会は会長が招集する。

本会は総会の承認をえて，顧問を置くことができる。

役員会が必要と認めた場合，または会員の要求があって理事会が適当と認めた場合には，臨時総会を開

くことができる。

役員会は会長（会長事故があるときは副会長）がこれを招集し，会の運営方法を審議する。

理事会は理事長および会計理事（２名）と庶務理事（１名）を選出する。理事会は会務を処理する。

役員の任期は２ヶ年とする。ただし重任を妨げない。

総会および役員会の議事は出席者の過半数をもって決する。
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４．事業

14．この会の目的を達成するために次の事業を行う。

（１）学会の開催（２）研究会，講演会等の開催

（３）機関誌「京都体育学研究」の刊行

（４）その他この会の目的に資する諸事項

１５．研究会は毎年１回以上これを開き，研究成果の発表を行う。

１６．機関誌「京都体育学研究」の編集は編集委員が担当する。

５．会計

１７．この会の経費は次の収入によって支出する。

（１）会員の会費（２）事業収入（３）他より助成金および寄附金

18．会員の会費は年額次の通りとする。

（１）正会員年額2,000円（２）学生会員年額1,000円（３）購読会員年額1,000円

19．この会の会計年度は毎年４月１日より翌年３月末日とする。

6．附則

この会の事務局は原則として理事長の所属する学校に置く。

この会の会則は総会の議決により変更することができる。

この会則は，平成10年４月１日から実施する。

20.

21.

22.

京都体育学会事務局

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部環境適応論講座

中村栄太郎研究室

TeLO75-753-6886Fax、075-753-6734

郵便振替口座番号01070-7-23829

加入者名京都体育学会

*退会・転出・転入・通勤先変更・転居等については，日本体育学会事務局へ直接届けると共に，京都体育

学会事務局へもご連絡ください。
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京都体育学 会 役員

(青葉窒三灘｢霧）
(京都教育大学名誉教授）

(露|歪菫菫嘉葵鬘）
(零瞥諺誉寧鬘）
(京都工芸繊維大学名誉教授）

(騨享突菫灘掌）
(鬮零騨議鬘）
(京都大学名誉教授）

川畑愛義

未利博

万井正人

竹内京一

山田敏男

蜂須賀弘久

倉敷千稔

伊藤稔

田口貞善

藤田登

八木保

岡尾恵市

大山肇

小田伸午

小島広政

佐藤尚武

田淵和彦

中村栄太郎

野原弘嗣

浜崎博

森谷敏夫

山下謙智

田坂登紀夫

寺田光世

顧 問

(京都大学）

(同志社大学名誉教授）

(京都大学名誉教授）

(立命館大学）

(京都外国語大学）……会計理事

(京都大学）……庶務理事

(京都産業大学）

(滋賀大学）

(同志社大学）

(京都大学）……理事長

(京都教育大学）

(京都薬科大学）……会計理事

(京都大学）

(京都工芸繊維大学）

(同志社大学）

(京都教育大学）

会

長
長

会副

事理

事藍
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京都体育学会専門分科会規程

昭和41年

昭和42年
昭和43年
昭和49年
昭和54年
昭和58年
昭和62年

正
正
正
正
正
正

改
改
改
改
改
改

定
部
部
部
部
部
部

制
一
一
一
一
一
一

1．体育に関する専門分野の研究推進のため，京都体育学会（以下本会という）会則第３条の規定によって

専門分科会（以下分科会という）を置く。

2．分科会は原則として，専門分野を同じくする１０名以上の本会会員をもって組織し，世話係を選出する。

3．分科会は世話係および分科会会員名簿を本会会長に提出し，役員会の承認をえて成立する。

4．分科会は，年数回その専門分野について研究会を開き，その成果を毎年支部学会において報告しなけれ

ばならない。

5．各分科会には本年より年6,000円を補助する。

専門分科会

発育発達

連絡先世話人

中村栄太郎 京都大学総合人間学部（TELO75-753-6886）

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間学部（TmD75-753-6876）

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町

京都工芸繊維大学繊維学部（TELO75-724-7741）

〒606-8585京都市左京区松ケ崎御所海道町

同志社大学（ＴＨＤ774-65-7510）

〒610-0394綴喜郡田辺町多々羅都谷1-3

京都薬科大学（TELO75-595-4675）

〒607-8414京都市山科区御陵中内町５

立命館大学（TELO75-464-llll）

〒603-8577京都市北区等持院北町

京都教育大学（TELO75-644-8280）

〒612-0863京都市伏見区深草藤森町１

運動生理 小田伸午

野村照夫バイオメカニクス

体育社会・心理 横山勝彦

体育指導 浜崎博

体育原理・体育史 岡尾恵市

体育経営管理 中比呂志
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会 員名簿

(※日本体育学会に所属しない会員）

※
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会
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木津市立仰木の１Ｍ､学校

栗東Ⅱ1J立金勝小学校

京都薬科大学

京都市立堀川高校

京都産業大学

龍谷大学

福知山市立日新中学校

立命館大学

立命館大学大学院

立命館大学理工学部

京都産業大学

滋賀大学教育学部

１２安女学院短１０]大学

京都大学総合人間学部

京都府立東宇治高校

京都体力医科学研究所

南海編祉専１１Ⅱ学校

爪IIi大学大学院総合学術
ｲﾘﾄ光lﾘ「

Rj〔hll教育ﾉＷ：

大塚製薬㈱

英和大学文学部

京都産業大学

天理大学体育学部

〒520大津市仰木l1J4-l5-8
-0245缶０７７５－７２－１０２８

〒52O滋賀県栗太郡栗東町御園
-3005911-1缶0775-58-0150

〒607山科区御陵中内町５
-8414缶595-4675

〒6１０西京区大枝沓掛町14-26
-1106冠332-0680

〒603北区上賀茂本山盃701-2151
-8047

〒612伏見区深草塚本町6７
-0021缶６４２－１１１１

〒62O福知山市前田３５
-0867石0773-27-3520

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠465-1111

〒603北区等持院北町56-1
-8577合４６５－１１１１

〒525草津市野路町1916
-0055缶0775-66-1111

〒603北区上賀茂本山合701-2151
-8555

〒520大津市平津2-5-1
-0862石0775-37-7726

〒569商槻iljl櫛､Ｉｚ台5-81-1
-1092冠0726-93-2311

〒606左京区吉[l]二本松町
-8501冠753-6881

〒611京都市小幡平尾4302
-0002缶0774-32-6390

〒615西京区御陵溝浦2４
-8231缶393-6664

〒592高石市千代}[16-12-53
-0005冠0722-62-1094

〒751卜1判市一の1;〈学|菊llHJ2-1
-0807sO832-56-lll2

〒612伏jiL1X深jIi`〔藤森ｌ１Ｊｌ
-0863缶644-8283

〒600「京区烏ﾒL仏光寺下ル第
-8413八長谷ビル６階

壷343-5541

〒661尼崎市若王寺2-18-1
-8530冠06-6491-5000

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8555

〒632天理市田井庄町１
-0071冠07436-2-3076

〒52O滋賀郡志賀町小野1045-5
-0525盃0775-94-3283

〒52O滋賀県栗太郡栗東町H1Il533
-3013冠0775-52-3104

〒612伏見区下鳥羽広長町１７ユ
-8473ニハイム伏見大手筋309

缶602-7422

〒607山科区音羽野田町7-5進和
-8075山科ハイライフ１００７

壷592-0094

〒607山科区西野離宮町2-1Ｆ-607
-8345盃501-7256

〒520大津市南郷2-16-16
-0865盃0775-34-7896

〒62Ｏ福知山市内記5-70-11
-0035壷0773-24-0128

〒616右京区嵯峨五島町４l嵯峨
-8362西和６０７冠862-4596

〒615西京区川島滑樋町グリー
-8106ンパークⅡ３１６缶393-4771

〒525草津市西矢倉3-3-34
-0052冠0775-63-9080

〒603北区上賀茂神山７－１０
-8002冠701-3029

〒616西京区嵐山谷ケ辻子町3-12
-００１４盃864-1446

〒616西京区嵐山谷ケ辻／･町3－１２
-００１４石864-1446

〒602上京区新ＩＩＪ通御霊前止ル下
-0007清蔵口町483西陣宿舎242

き411-2199

〒6１０城陽市寺[{{林ノロ11-328
-0121缶0774-54-0725

〒629熊野郡久美浜町鹿野１１２８
-3431合0722-83-0891

〒590堺市鴨谷台3-3-1-402
-0138盃0722-98-0605

〒601伏jiL区醍醐古道町２１－５
-1316合５７１－１１８４

〒612伏し１１区深草佐野屋蚊lllJ11-4-
-0089310含645-6708

〒600Ｆ京区綾小路迪大宮西入坊
-8388門I1J768田村マンション１１１

にＵ

石一 志822-6552

〒554大阪市此花区高見1-4-54-
-00011010缶06-6460-8754

〒606左京区静市市原町1116-6
-1123缶741-3650

〒60l伏見区醍醐古道町21-5
-1316缶571-1184

社会・心理

発育・生理

生理

スポーツ人
類学

バイメカ

発育・生理

発行

生理・パイ
メカ

心即

'I2El1・発育

発育

生理・発
青・バイメ
力

生理・パイ
メカ
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会
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立命館大学非常勤講師

滋賀医科大学非常勤講師

ノートルダム女子大学

京都女子高校

医仁会武田総合病院

京都産業大学

京都大学体育指導セン
ター

同志社大学

同志社高校

ノートルダム女子大学

京都産業大学

㈲トータルベーシック

オレゴン州立大学

京都教育大学

立命館大学産業社会学部

大阪ビジネスカレッヂ専
門学校

池坊短期大学

(槻オムロンライフ

サイエンスイi)｢先)ﾘ｢

畔鶴]二梁間弊ＩｌｉＩ１１学校

京都龍業大学

キリスト教社会福祉専門
学校

京都外国語大学

立命館大学

〒603北区等持院北区56-1
-8577s465-llll

〒520大津市瀬田月輪町
-2192途0775-48-2111

〒606左京区下鴨南野々神町１
-0847冠781-1173

〒605束山区今熊野北日吉町1７
-8501冠531-7367

〒60l伏見区石田森南町28-1
-1434冠572-5139

〒603北区上賀茂本山3６
-8555冠701-2151

〒606左京区吉田本街盃751-2111
-8501

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒606左京区岩倉大鶯町
-8558石781-7121

〒606左京区下鴨南野々神町１
-0847缶781-1173

〒603北区上賀茂本山缶701-2151
-8555

〒550大阪市西区本田１丁目８－１５
-0022志06-6581-1402

〒612伏凡区深草藤森町1
-0863台644-8291

〒603北区等持院北町56-1
-8577石465-1111

〒530大阪市北区堂烏浜1-1-76
-0004途06-6341-4403

〒600下京区室町通四条下ル
-8491台351-8581

〒625）｜ｌ鶴iljlll犀234
-0016缶0773-62-5600

〒603北
-8555

上賀茂本山缶701-2151

〒618大阪府三島郡島本町山崎１０
-0001缶962-1115

〒615右京区西院笠目町６
-0073缶864-8700

〒603北区等持院北町56-1
-8577石466-3138

〒527愛知郡湖東町平柳１６７６
-0100合0749-45-2987

〒520大津市比叡平3-55-30
-0016

〒606左京区上高野畑町24-8ハ
ー0081タテラス６冠722-0891

〒600下京区河原町通松原上ル幸
-8034竹町381冠351-4266

〒61l宇治市五ケ庄西川原３２－８
－００１１ユニライフ宇治A-205

壷0774-31-6089

〒603北区上賀茂中山町37-7
-8026盃791-4734

〒606左京区一乗寺稲荷町2１
-8131Ｓ711-5438

〒520大津市唐橋町2-15
-0851缶0775-37-1141

〒617長岡京市八条ケ岡'-1-1-102
-0822冠955-8203

〒606左京区山端大城田町２０ フ

-8002イオンズマンシヨン修学院
106

〒6OUI中京区姉小路富小路西入ル
-0907冠221-1218

〒525草津市西大路町10-10-13-
-00371010缶0775-61-7877

〒612伏見区指物町562ｓ611-0902
-8074

〒550大阪市西区靭本町3丁目5-23
-0004エクセル京町堀7Ｂ（塩崎方）

〒61l宇治市木幡正中58-2
-0002盃0774-32-4459

〒613伏見区淀芙豆町684淀川リ
-0916バーサイド１１１０号

冠632-2833

〒52O野洲郡野洲町小篠原'971-2-
-2331615缶0775-86-5432

〒602上京区西堀川_上長者町下ル
ー8243奈良物町472-ｌライオンズ

マンション西陣南601号
石432-4007

〒607山科区東野南井ノヒ町'7-15
-8143冠581-8725

〒615西京[又山['1御道路I1J26-201
-8265

〒625）1ﾄﾞ鶴Tljl1r野870-3
-0003冠0773-63-9802

〒6１０西京区大枝南福西lHJ2-6-lO
－１１１３缶332-3470

〒616右京区太秦森ケ西町3-10
-8106缶862-3313

〒621亀岡市古世町中内坪7４
-0815缶0771-23-4932

〒606左京区吉田中大路町3２
-8313缶761-7616

バイメカ

発育

バイメカ

生理・パイ
メカ

原理歴史

生理

原理

心理・指導

発育

心理・生理

バイメカ

原理歴史・
指導・管理

発育

､j〔fll1歴史

発育

発育・原理
歴史

原理歴史.
管理
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

岡本進

岡本直輝

岡本信之

奥田愛子

奥田援史

小倉美津子

小河繁彦

小田修司

小田伸午

小野桂市

小野伸一郎

小野裕子

小幡真一郎

小山真

蔭山靖夫

風井託恭

金井淳

兼高明生

金田啓稔

上村守

川井浩

河合美香

河合留美子

川口晋

川末登代子

１１１瀬晃

滋賀県立大学

立命館大学経営学部

IUI治乳業(槻

滋賀大学教育学部

仏教大学

京都大学大学院

京都市立葵小学校

京都大学総合人間学部

奈良教育大学

舞鶴工業高等専|]ﾘ学校

同志社国際中・高校

京都教育大学教育学部附
属高校

㈱ワコール人間科学研究
所

京都雁業大学

仏教大学

'X命航大学

矢倉診療所

佛教大学

京ｲilj教育大学

H(Wlj大学Iﾀﾐ擁技術短ＭＩＩ

'1':命飾入学

医仁会武[I1総合病院

立命館大学産業社会学部

仏教大学

高月小学校

〒522彦根｢|丁八坂llJ2500
-0057企0749-28-8258

〒603」上区等持院北町56-1
-8577石465-1111

〒１０４束京都中央区京橋2-3-6
-0031壷03-3281-9026

〒520大津『|J平津2-5-1
-0862壷0775-37-7740

〒603北区紫野北花ノ坊町9６
-8301缶491-2141

〒606左京区吉H1二本松町
-8501念753-6877

〒616左京区下鴨東梅ノ町８
-0852缶701-7151

〒606左京区吉田二本松町
-8501盃753-6876

〒63Ｏ奈良市高畑町
-8528缶0742-27-9231

〒625灘鶴市白屋234
-0016

〒610京田辺市多々羅60-1
-0321台0774-65-8911

〒612京都市伏見区深草関屋敷町
-0037壷075-641-9195

〒601南区吉祥院中島町３５アク
-8313テイプセンター内

〒603北
-8555

合６８２－１０２５

I2賀茂本山盃701-2151

〒603」上区紫野北花ノ坊町9６
-8301缶491-2141

〒603」上区等持院北川56-1
-8577冠463-1131

〒525戦'１｢'7束矢倉２ＴＩＩ
-0054冠0775-64-5689

〒603北区紫野北花ノ坊lI1J96
-8301Ｓ491-2141

〒612伏兄区深４０[藤森町１
-0863641-9281

〒606／,ﾐ京lえ聖謹院川原IlIJ53
-8507Ｓ751-3941

〒603北ＩＸ群持院化lIJ56-l
-8577缶４６３－１１３１

〒60l伏見区石Ｈ１森'何町28-1
-1434合572-6331

〒603」上区等持院北'1156-1
-8577冠465-1111

〒603北区紫野北花ノ坊U1J96
-8301冠491-2141

〒529伊香郡高月町高月２５０
-0241冠0749-85-2002

〒520大津市唐崎4-3-21
-0106盃0775-79-6065

〒6１０城陽市寺田深谷７
-0121合0774-56-2335

〒520

-0037
大津市御陵町１－２９別所合
同宿舎522盃0775-21-1922

〒520大津市御陵町1-29-522
-0037缶0775-21-1922

〒604中京区西ノ京原町1-29-522
-8431缶0775-21-1922

〒606左京区吉田神楽岡町172
-8311ウイステリア神楽岡1０２

缶752-9184

〒6１０西京区大原野西竹ノ里町1-
-11455-11缶332-6163

〒569高槻市日吉台四番町1７
-1022缶0726-89-9383

〒61l宇治市羽拍子町56-24
-0027冠0774-44-7626

〒60l伏見区石田森南町３４醍醐
-1434石田団地29-406ｓ573-9173

〒610京都府綴喜郁井出町多賀西
-0302北組３０エスポワール２２－

301台0774-82-6036

〒573枚方市楠葉花園町5-1-810
-1121缶0720-51-5117

〒601南区吉祥院西ノ庄渕ノ西町
-830220-2エスベランサ２０５

合314-5747

〒563池田市井口重町1-7-27
-0023缶0727-61-3901

〒612伏見区深草勧進橋町１１３
-8405冠642-3947

〒525草津市野路町1919-14
-0055冠0775-63-8629

〒606左京区浄土寺下馬場I1J5
-8412缶075-752-2915

〒520大ilt市御陵lIJ1-30別所合
一O0371iil桁舎921缶0775-25-5130

〒666川１１Iiihlli火II1J7-9
-0016sO727-58-2370

〒606左京区下111鮒ii薮１１１J5-8-202
-0833

〒61l宇治市木幡平尾20-28
-0002壷0774-32-4148

〒616右京区宇多野御屋敷町'-5-
-8205403缶464-2756

〒616右京区嵯峨天竜寺北造路lHI
-837420-21冠881-3292

〒526束浅井郡びわ町南浜698
-0200缶0749-72-2734

生理・パイ
メカ

心理

心理

管理・心理

指導

生理・パイ
メカ

生理・指
導・バイメ
力

社会・心理

生理バイメ
力

バイメカ

社会心理

バイメカ．

垢導

ﾉ|ﾐEＩｌ

心理社会.
指導



※

－４－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

河内山隆紀

１１１畑愛義

河原慶子

川辺秀樹

川村隆史

川本末夫

神崎清

神原啓文

門田浩

菊池はるひ

岸本吉史

来田宣幸

北川隆

北尾岳夫

北村映子

北本 旱

衣川和宏

木村みさか

深 草 直臣

窪田通雄

倉敷千稔

小島広政

古城正裕

小西達郎

小西博喜

小林明子

京都大学大学院人間・環
境学研究科

日本生活医学研究所

大谷大学非常勤講師

西宮市立鳴尾小学校

京都府立洛西高校

京都ＹＭＣＡ

大阪赤十字病院心臓血管
センター

京都教育大学

京都精華大学

京都教育大学

京都大学大学院人間・環
境学研究科

京都女子大学

京都精華大学非常勤講師

ノートルダム女Ｆ大学

立命館大学

西陣和楽園

京都府立医科大学医療技
術短大部

立命館大学

龍谷大学

ｲＷｉ女]r大学

H〔都産業ﾉＷ

同志社国際中学・高等学
枝

京都女子大学

川崎医療福祉大学

〒606ノiﾐ京区吉田二本松町
-8501台753-6889

〒604中京区室町通錦小路lニル山
-8156伏山ＭＪ５５８山洋室町ビル

606冠221-0331

〒603北lＸ小山｣二総ⅢＪ冠432-3131
-8143

〒６６３１１j宮il丁鳴尾町5-4-6
-8184缶0798-47-0130

〒6１０西京区大原野西境谷町１
－１１４６石332-0555

〒604中京区三条柳馬場
-8083壷231-4388

〒543大阪市天王寺区筆ケ崎町５－
－００２７５３缶06-6771-5131

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠644-8288

〒606左京区岩倉木野町137
-8588缶702-5125

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶641-9281

〒605左京区吉田二本松町
-8501冠753-7865

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501合531-7183

〒606左京区岩倉木野町137
-8588壷702-5200

〒606/i２京区下鴨南野々神町１
-0847冠７８１－１１７３

〒606北区等持院北Ⅱ1J56-1
-8577缶465-1111

〒602上京区下長者町七本松西入
-8357ル鳳瑞町247台461-2060

〒６０２１乏京区広小路通河原町西人
-0857ル缶212-5439

〒603北ＩＸ群持院｣上Il1J56-l
-8577缶465-1111

〒612伏↓１１ｌｘ深if[塚本IllJ67
-8577缶642-1111

〒654イ111)「IMI膳区jMI膳１１了山2-1
-8585缶078-731-4416

〒603」上ｌＸＩ２賀茂本山盃701-2151
-8555

〒610】([}1辺ｉｌｉｉ多々羅貯１１谷60-1
-0321合0774-65-8911

〒605束山lX今熊野北日吉町3５
-8501Ｓ531-7183

〒70l倉敷Tlj松島５７７
-0193冠086-462-1111

〒606左京区吉田ﾈ111楽岡町81
-8311ヴイラ六基301号

缶752-0285

〒605束山区今熊野日吉町4８
-1925缶531-5318

〒617長岡京市滝ノ町2-20
-0817盃954-5488

〒572寝屋川市国松町22-31
-0016壷0720-23-4093

〒606左京区下鴨西半木町10-2
-0827701-5740

〒615西京区川島東代町80-4
-8101盃381-7381

〒6１０西京区大原野西境谷町4-12-
-1146194缶332-6738

〒606左京区岩倉中大鶯町16-2
-0002缶７２１－１０９３

〒612伏見区深草西浦町7-2-106
-0029

〒600下京区仏光寺通室町西入糸
-8432屋町２１７シテイポイント

22-507笠341-5906

〒612伏見区西奉行町1-2
-8104缶611-6952

〒606左京区吉田中阿達町５０第
-8306-洛東荘１号石761-3304

〒664伊丹市西台1-2-8
-0858缶0727-73-3284

〒606左京区一乗寺庵野町41-1
-8166冠075-712-5990

〒606左京区岩倉花園町3５
-0024壷711-2560

〒603北区衣笠高橋I1J29
-8374缶461-2756

〒602上京区下長者町七本松西入
-8357ル鳳瑞町247ご461-2060

〒615西京lＸ川島松園町8７
-8111冠392-3885

〒６２１１〔L岡ilj南つつじケ岡桜台3-
-084722-6冠0771-22-6724

〒630余良ilj佐保台3-902-63
-8105缶0742-71-1408

〒606／fH〔1×卜1鵬HUIlllll5
-0807冠781-4412

〒614八幡Ilj橋本采ケ谷2-8
-8327冠981-3417

〒573枚方ilJ長尾谷川2-687
-0164

〒61l宇治ilJ木幡平尾28-340
-0002盃0774-32-2617

〒603北区雑持院南町6８
-8344冠461-3904

〒527八日市市松尾町3-191
-0019冠0748-23-7131

発育

生理

管理

バイメカ

バイメカ

生理・パイ
メカ

発育・ﾉﾋ理

発育

発育

生Jlll・発育

lDj〔Ｈ１1歴史

ﾉＩ２Ｊｌｌ１

発行・`し､Ell
社会

発育

発育

バイメカ



※

※

※

－５－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

幸
子
子
郎
郎
典
司
久
こ

こ
代
潔
之
子
武
子
暢
治
樹
一
明
文
造
三
司
昭

つ
美

久
光
優
真
敏
正
篇
昌
な
洋
登

敏
瓊
尚
恒
良
善
民
淳
和
雅
徳
亨
啓
雅

林
林
堀
幡
藤
条
藤
藤

間
木
竹
藤
藤
東
藤
藤
田

田
見
田
田
水
村

々

小
小
小
小
近
西
斉
斉
坂
桜
迫
佐
佐
佐
佐
佐
佐
佐
真
澤
澤
塩
芝
柴
清
下

帝塚山短)91大学

蕪頂短期大学

京都精華大学非常勤講師

京都教育大学附属高校

京都保健会上京病院

滋賀県立堅田高校

向陽高校

京都府立ロ丹波勤労者福
祉会館

立命館大学社会学研究科
博士課程

アラコム㈱大阪支社

京都市立一橋小学校

京都教育大学附属高校

光華女子短期大学

京都女子大学

滋賀大学教育学部

〈P安女学院短期大学

近畿予防医学研究所

立命館大学

1ﾘ]治鍼灸大学

滋fY県Ur体育館

滋fYﾉＷ:教行ｌＷＦｌｊ

２j(郁短I9j人学

成安造形大学

立命館大学（非常勤識
師）

奈良産業大学

京都女子大学

〒63l奈良市学園南3-1-3
-8585缶0742-41-4730

〒605束山区林下町3-456
-0062盃551-1188

〒606左京区岩倉水野川137
-8588合702-5125

〒612伏見区深草関屋敷Ⅲ』
-0037壷641-9195

〒602上京区千本上立売通止ル作
-8304庵町504缶432-1261

〒520大津市本堅田3-9-1
-0242缶0775-72-1206

〒617向[]市上植野町西太田
-0006盃922-4500

〒629船井郡八木町西田金井畠９
-0134盃0771-42-5484

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠075-465-1111

〒605束山区本町通１０丁目東入ル
ー0965下ル池田町527台561-3170

〒612伏見区深草関屋敷町
-0037冠641-9195

〒615右京区西京極葛野町3８
-0882盃312-1783

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501缶531-7181

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7757

〒569尚槻11j蝿j１２台5-81-1
-1092缶0726-93-2311

〒603北区等持院北川56-1
-8577缶４６３－１１３１

〒629船ルＭｊ吉川保野[1１
-0301缶0771-72-1181

〒520大ilkiljにおの浜4-2-12
-0801合0775-24-0221

〒520人ilkIlj､IZilf2-5-l
-0862冠0775-37-7761

〒６２０１ＷH1山Ili字堀３３７０
-0886壷0773-22-5852

〒520大津｢t｢仰木町
-0248冠0775-74-2111

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠463-1131

〒636化駒郡三郷町立野北3-12-1
-8503壷0745-73-7800

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501冠531-7184

〒63l奈良市菅原町232-10
-0842缶0742-44-3471

〒617向日市寺戸H1'八ノ坪1-60
-0002途931-3067

〒606左京区H]中大堰IIIJlO9丸芙
-8202荘１５缶702-1070

〒573枚方市楠葉花園町5-1-810
-1121缶0720-51-5117

〒569高槻市東城山町11-20
-1037

〒520大津市真野普門町612-2
-0231缶0775-72-3226

〒617長岡京市奥海印寺東山6－１６
-0853盃956-3733

〒629船井郡八木町観音寺山ノ下
－０１３３１７缶0771-42-2710

〒602上京区寺ノ内通堀川西入東
-8411西町373西川様方

冠075-441-2224

〒573枚方市楠葉花園町２楠葉合
-1121同宿舎1-104缶0720-56-7657

〒569高槻市南庄所町7-6
-0063盃0726-71-7832

〒615右京区西京極豆田町５パー
-0801クテラス西京極601

冠311-4989

〒616右京区嵯峨清滝深谷町５
-8454缶871-5217

〒606左京区岩倉東五田町4９
-0007冠711-6655

〒520大津市木下町6-5
-0812盃0775-22-9382

〒606ノi三京区山端`芭ＩＩＪ'１１町1-7ハ
-8007イツエンペラ修学院403

冠722-7247

〒606左京区下鴨前荻町８
-0833盃781-7688

〒621亀岡市篠町見晴1-2-10
-0824冠07712-4-6348

〒622船ﾉﾄⅢI園部''1J小山lIjllJ野本
-004319-1缶0771-62-0903

〒520野洲lil野洲'１１J小篠原2172-5
-2331冠0775-87-1094

〒520大il上IIj千lI1J2-17-lO
-0863冠0775-34-2234

〒6201Ｗ〔１１山Ilj和久巾lllJ45-5
-0062盃0773-23-0166

〒607山科区西野山桜ノ馬場111J113
-8308缶581-4895

〒601左京区静市市原町1053-18
－１１２３缶741-2956

〒520大津市清風NJ38-4
-0225缶0775-72-3734

〒520大津市仰木の里束6-5-20
-0248缶0775-74-3275

バイメカ

ﾉﾉ法

原理歴史

バイメカ

バイメカ

発育

生理・発育

生理

発行

生理

発育

指導

発育

生理・発育

バイメカ.

発育

生理・パイ
メカ
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

守
美
博
也
健
夫
一
明
進
子
利
行
桂
美
典
子
善
洋
－
久
樹
秀
夫
隆
一

代
り
紀

博
拓

厚
憲

美
康
弘
榮
克
和
マ
貞
恂
京
隆
正
吉
登
茂
俊

野
矢
利
原
浦
本
本

戸
良
賀
家

木
安
安
口
口
内
田
田
部
阪
尻
附

新
新
末
菅
杉
杉
杉
角
瀬
瀬
千
干
宋
高
高
高
田
田
竹
武
竹
武
田
田
田

京都女子大学

琵琶湖大橋病院

京都大学大学院

京都教育大学

京都府立城南高校

京都府立北桑田高校

大谷大学文学部

京都教育大学大学院

京都産業大学

京都大学大学院人間・環
境学研究科

京大大学院人間環境学研
究科

京都造形芸術大学

京郁教育大学附属高校

マリＦダンスシアター

京都大学人間・環境学研
究科

龍谷大学瀬}H学舎

奈良産業大学

武}[1病院

Ii1志祉大学文学部

Ifl賀総合科学唖'''１学校

同志社大学

宇治高校

同志社大学

〒605束山区今熊野日吉町3５
-8501

〒520大津市真野5-1-29
-0232盃0775-73-4321

〒606左京区吉田本町査753-3062
-8501

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8283

〒61l宇治市広野町丸山1０
-0031缶0774-41-6165

〒60l北桑田郡京北町大字下弓削
-0534冠0771-54-0022

〒603北区小山上総町2２
-8143冠432-3131

〒612伏見区深草藤森１
-0863壷075-644-8281

〒603北区上賀茂本山冠701-2151
-8555

〒606左京区吉田二本松町
-8501竃753-2874

〒606左京区吉田近衛町
-8501盃753-2983

〒606左京区北白川瓜生山2-116
-8271西791-9121

〒6ｌ２伏見'又深剃拠]屋敷１１１Ｊ
-0037冠641-9195

〒600下京区四条迪烏九四人ル大
-8492同四条ビルＢｌ西211-8392

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-6877

〒520大津市瀬田大江INJ横谷１－５
-2194台0775-43-5111

〒636生駒郡三郷Ⅱ１J立野化3-12-1
-8503冠0745-73-7800

〒600下京区ＭＭ､路jmllHiliil院束人
-8216ル來塩小路Ⅱ11841-5

冠３６１－１３５５

〒610京都府綴鱒ＭＩＩ辺''1J多々雑
-0394郁谷１－３sO774-65-7533

〒520111賀郡111賀ＩＩＪ鳥ﾉﾄﾞ野1685
-3403冠0748-88-6177

〒610京H1辺市多々羅都谷１－３
-0394冠0774-65-7510

〒61l宇治市菟道谷下り３１
-0013缶0774-22-4010

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒520大津市美空町1-21-302
-0223冠077-573-5107

〒6ｌ２伏見区桃山南大島町62-1
-8017石611-7381

〒569高槻Tl丁今城町26-19
－１１３５冠0726-83-1538

〒606左京区修学院宮ノ脇町1８
-8061鷲ノ森1０３冠711-3278

〒61l宇治市羽戸山3-1-80
-0012缶0774-33-5024

〒61l宇治市神明石塚54-426
-0025壷0774-24-6235

〒615右京区西院月双町バテイ
-0054オ篠222

石075-321-1943

〒607山科区東野舞台町14-14
-8146缶593-6008

〒612伏見区帯屋町906-303
-8357缶075-622-8258

〒615西京区川島梅園町１１
-8113缶392-2039

〒602-上京区今出川通大宮西入ル
ー8448元北小路町155-902.

冠431-3202

〒606左京区浄土寺下馬場町50-2
-8413上伊マンション109号

冠761-5580

〒615西京区桂上豆田町6-6
-8082冠381-3246

〒6ｌ２伏見lＸ桃山町人''11338-395
-8006冠621-4462

〒520大津TlJ-U1山一5-20-6
-2153石0775-43-2496

〒573枚方市禁野本町2-12-142
-1197缶0720-48-6269

〒6ｌ２伏見区向島二の丸町134-2
-8141盃621-3592

〒603北区紫野來御所IＩｊ１ＩＪ２７
-8164冠431-2659

〒600

-8232
下京区木ＩＦ屋橋通iilll小路束
人ルi櫛IHI507石371-2765

〒611｛i:猯ilj広１Ｍ１１J宮谷７５－１
-0031ガーデンハイツ広野203

冠0774-45-2641

〒520大iI1ilj南郷2-17-3
-0865冠0775-34-2922

〒606左京区岩倉忠在地町273-2
-0027冠701-9211

〒619相楽郡木津町宮ノ裏１１０－１１
-0200冠07747-2-5814

〒61l宇治市五ケ庄平野5-2字治
_００１１黄檗パークホームズ721

冠0774-33-7922

歴史

心理社会

原理歴史

バイメカ

発育。管理

生理

生理

生理・測定
評価

生理

バイメカ

バイメカ．

生Ｈ１！

`し､LlIl社会．
原理歴史

ｆｔＪｌｌ１

ﾉ'三'''１

唯fＩＩｌ

生理

指導

バイメカ



※

※
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

彦
男
雄
志
研
吉
子
侑
彦
彦
夫
夫
枝
彦
世
衣
ち
学
三
治
富
成
志
一
世
吾

代
呂

邦
繁
信
博

賢
紀
裕
和
彰
浅
道
房
昭
光
序
み

眞
賢

一
比
誠
陽
伸

中
中
中
口
山
中
村
村
淵

田
村
田
木
島
谷
田
力
居
田

井
川
桐

々

田
田
田
谷
棚
田
種
種
田
辻
辻
辻
津
網
寺
藤
藤
古
徳
等
富
豊
中
中
中
中

京都教育大学大学院

京都薬科大学

京都産業大学

L鳥羽小学校

立命館大学非常勤

京都教育大学大学院

京都女子大学

京都府立南丹高校

同志社大学

京都学園大学

京都外国語大学

薩頂短期大学

京都府立南丹高校

光華女子短期大学

京都教育大学

龍谷大学

夙川学院短期大学

大阪リゾート＆スポーツ
(抑[}学校

龍谷ﾉＷ２

龍谷大'､機

''１志I(１:大学

滋賀大学教育学部

京都教育大学

京祁女子大学

大阪ＹＭＣＡ社会体育専
'１１学校

大谷大学

〒612伏見区深草蔵森IIJ1
-0863冠641-9281

〒607山科区御陵LI1間llJ5
-8414冠581-3161

〒603北Ｋｔ賀茂本山石701-2151
-8555

〒601南Ⅸ上鳥羽城ケ前町１６
-8137石691-0393

〒603北区等持院北町56-1
-8577壷４６５－１１１１

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠641-9281

〒605束山区今熊野北日吉町3５
-8501冠531-7183

〒612伏見区桃山毛利長門西町
-0064缶612-3266

〒610京田辺市多々良都谷１－３
-0394冠0774-65-7510

〒62l亀岡市曽我部町南条
-8555ごO771-22-2001

〒615右京区西院笠目町６
-0073缶311-5181

〒605束山区林下町3-456
-0062缶５５１－１１８８

〒615右京区西京極葛野町3８
-0882缶312-1783

〒6ｌ２伏見lX深草藤森町１
-0863缶644-8288

〒520滋fY県人i仏IIj瀬１１１人i[ＩＨＩ横
-2194谷１－５冠0775-43-5111

〒662西宮市こしき岩町6-58
-8555冠0798-73-3755

〒532大阪市淀IIllX西中島3-6-2
-0011缶06-6886-7897

FAXO6-6886-9305

〒612伏),LⅨ深iY[塚本lllJ67
-8577s642-llll

〒612伏』,LlX深草塚本llIJ67
-8577冠６４２－１１１１

〒610』j(ｌｌＩ辺I|j多々羅郁谷１－３
-0394合0774-65-7510

〒520大iltIlj､lAilk2-5-l
-0862石0775-37-7785

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠644-8280

〒605束山区今熊野日吉町3５
-8501缶531-7183

〒569高槻市八丁西1115-37
-0095缶0726-82-1322

〒603北区小山上総町5-37
-8143石0726-82-1322

〒612伏見区深草ｲ111石屋敷町５９
-0038昭和荘冠643-9653

〒606左京区浄_上寺小山町1-30
-8401缶771-7771

〒525章津Tl丁野村町8－１０－１７
-0027古0775-64-1027

〒612伏見区深章谷口70-46
-0829冠643-6250

〒615右京区西院四条畑町６四条
-0066マンション２０３竃322-1663

〒612伏見区深草谷口町６久保学
-0829生アパート１０１号室

冠645-5807

〒615西京区桂乾町53-117
-8086盃381-5420

〒6１０城陽市寺田樋尻１８
-0121冠0774-52-4074

〒606左京区上高野三宅町16-7
-0035缶721-5945

〒606左京区下鴨宮崎町４１－３
-0802缶771-5505

〒615西京区川島桜園町13-1
-8114冠392-0875

〒520大津市仰木町６１００レーク
-0245ビア大津仰木の里A67-20

缶0775-72-3553

〒6１０西京区大原野灰方町2-7
-1132冠332-2156

〒6１０西京区大原野西竹の里町2-
-11453-405缶331-4271

〒61l宇治市南陵町1-1-134
-0028缶0774-22-6726

〒629船ル1Ⅱl八木町lXjlll河原篠1-1
-0134盃0771-42-2958

〒56l豊中市庄内幸町5-12-6
-0833冠06-6332-1984

〒612京都市伏jiL区村_上町376-502
-8369盃075-603-1655

FAXO75-603-1655

〒607山科区小野ii1原II1J6-1第３
-8252ロイヤルハイツ和田４０５

石573-5102

〒6１０城陽ilJ宮野北角１－５１
-01110774-56-6987

〒611‘j:袷IIjfi:ケ１１；IjIjiilji32-7
-0011冠0774-33-7274

〒524野洲耶中i２町吉1111430
-0201盃0775-89-3912

〒573枚方市御殿山南町４枚方今
－１１９３同宿舎3143台0720-98-4985

〒563豊能郡能勢町上[H尻495
-0122缶0727-37-1308

〒573枚方市香里ケ丘8-13-8
-0084缶0720-53-4825

〒61l宇治市広野町尖山2-110
-0031盃0774-43-2124

J1！

発育

管理

原理歴史

原理歴史

発育

(LBIl・パイ
メカ

発育

生

発育

原理歴史



※

※

－８－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

輔
子
子
司
正
郎
樗
代
也
夫
郎
子
七
明
司
嗣
夫
美
万
志
裕
子
久
登
子
信

代
大

大
登
邦
整

栄
紀
美
秀
－
洋
孝
康
隆
弘
照
雅
禎
豪

泰
弘

幸
義

嶋
島
沢
瀬
野
村
村
村
村
村
森
森
村
崎
原
原
村
口
本
川
川
佐
賀
田
口
口

谷
谷

須

中
中
長
長
長
中
中
中
中
中
中
中
西
野
野
野
野
橋
橋
長
長
畑
蜂
花
濱
浜

京都橘女一子大学非常勤満
師

京都外国語大学

同志社大学非常勤講師

大津市立唐崎小学校

京都大学総合人間学部

花園大学

滋賀女子短期大学

立命館大学非常勤講師

帝塚山短期大学部

大谷大学短期大学部

嵯峨美術短期大学

鴨派高校

同志社女子大学

京都大学医学部

都教育大学

京都工芸繊維大学繊維学
部

京都WMCＡｌ訓漂編祉専ljV
学校

京都学園大学

京都産業大学

龍谷大学経`i;↑学肝'１

成安造形畑191入学

神戸女子短期大学

京都教育大学

同志社女子大学

〒607山科区大宅山田lMI34
-8175冠５７１－１１１１

〒615右京区ilq院笠月町６
-0073冠861-1834

〒610京111辺11j多々羅都谷1-3
-0394盃0774-65-7511

〒520大津市際川4-7-1
-0002缶0775-25-2375

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-6886

〒604中京区西ノ京壷ノ内町8-1
-8456缶811-5181

〒520大津市竜ケ丘24-4
-0803冠0775-24-3605

〒603北区等持院北町56-1
-8577缶465-8165

〒63l奈良市学園南町３
-85850742-43-4433

〒603北区小山上総町缶411-8068
-8143

〒615右京区嵯峨五島町１
-8362盃864-7858

〒602上京区寺町荒神口下ル
-0867盃231-1512

〒602上京区今出川通寺町西入ル
-0893盃251-4255

〒606／,ﾐ点IＸ聖護院川原町5４
-8507盃951-3191

〒612伏凡区深草藤森町１
-0863冠644-8281

〒606左京区松ケ崎御所街道町
-8585冠724-7741

〒６０２１二京区烏ﾒし今出川下ル
-0902途432-3191

〒621屯岡ilj'fil我部111J南条人谷
-8555冠0771-22-2001

〒603北IＸ'て賀茂本山3６
-8555冠701-2151

〒612伏jILlX深iYZ塚本ＩＩＪ６７
-8577缶６４２－１１１１

〒617腿|;Iilﾙ(Ilj調ｆ－１壷953-1111
-0844

〒650ネ''１戸｢１J｢'１央区港島中ll1J4-7-2
-0046石078-303-4711

〒612伏見区深草藤森１
-0864缶644-8100

〒610京田辺市興戸南鉾立
-0332缶0774-65-8581

〒621亀岡ilJ北古１１t町1-4-1メゾ
-0811ンコラール２－Ｃ

冠0771-25-9890

〒630生駒市小Ⅲ}町367-7
-0201冠07437-4-6006

〒573枚力１１丁養父丘2-3-7
-1134盃0720-56-2265

〒602」二京区今出川迎
-0838相国寺門前１１１Ｊ

烏九束人ル
冠256-4306

〒520大津市一型山3-38-28
-2153冠0775-45-8678

〒610京田辺市河原平田13-29
-0361冠0774-62-1013

〒616石京区花園春日町４シヤル
-8061マンコーポ円町703

冠812-5368

〒520大津市大平1-21-3
-0867冠0775-33-3518

〒617長岡京市こがれケ丘9-32
-0854缶954-4620

〒615西京区上桂來居町4５
-8214冠381-2759

〒607山科区北花山市田町9４
-8483冠502-5969

〒606左京区高野束開町１－２３束
-8107大路高野第３住宅27-406

缶781-2974

〒606左京区上高野畑町39-2
-0081冠701-1955

〒6１０西京区大枝西新林5-9-5
-1141冠331-1611

〒603北|Ｘ紫野lﾆｵIrlY〔|I1Jl5
-8237石492-3730

〒520人ilkilj比叡1z2-44-7
-0016壷0775-29-2611

〒612伏見区深草池ノ内街藤森
-0031合同宿舎115冠645-2686

〒639大和郡山｢|丁南）lWl2-lO
-1024sO7435-7-l782

〒600下京|Ｘ西七条ilj部mIl28
-8894缶313-4765

〒604’'１京ｌｘ麸臆IllJjmﾉ【し人'１１Ｊトル
壷213-3990

〒611'j:治IIj折１２;台1-4-197
-0023冠0774-24-2050

〒61l宇治市羽拍子lllJ56-67
-0027冠0774-43-8466

〒60ｌ伏見区醍醐大高町7－１３
-1311缶571-2645

〒63l奈良市手塚山南3-5-5
-0064缶0742-47-8259

〒674明石市大久保町森田155-4
-0061盃078-934-2683

発育・生理

発育

原理歴史

原理歴史

発育・原理
歴史

発育

バイメカ・

管理・生理

バイメカ

発育

ノセ皿

バイメカ

苑fｆ

管理

原理歴史
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

子
博
郎
孝
子
郎
正
彰
み
正
之
之
肇
治
子
彦
司
子
厳
敦
潤
生
行
衣
彦
登

次
と

士心
代

頁
健
清
栄
昌

英
ひ
明
弘
保

正
登
嘉
主
干

嶺
博
序
義

崎
崎
田
川

田
上
箱
井
賀
野
野
中
藤
部
川
田
本
井
木
沢
田

浜
浜
濱
早
林
林
林
林
林
原
樋
火
平
平
平
平
広
廣
廣
福
福
福
藤
藤
藤
藤

京都教育大学附属桃山小
学校

京都薬科大学

京都薬科ﾉ<<学

京都ilJ立螢術大学

京都外国語大学

同志社国際中高等学校

滋賀大学教育学部

京都教育大学

京都大学総合人間学部非
常勤講師

平安女学院短期大学

滋賀女子高校

京都産業大学

滋賀大学教育学部

松下産業衛生科学セン
ター

華頂短期大学

京郁外国,沼大学

京都造形芸術大学

大阪学院短期大学

立命fi｢i大学

柵}1'1,児科医ﾙビ

牒鶴」:業,195等帆１Ｗ:枝

(１Ｍ)京都府交通・労働等災
害救済事業団

龍谷大学

同志社大学

〒6ｌ２伏見区桃山筒井伊賀東町
-0032石611-0138

〒607山科区御陵中内町５
-8414石595-4675

FAXO75-595-4765

〒607山科区御陵中内町５
-8414缶581-3161

〒610四京区大枝沓掛川１３－６
-１１９７冠332-0701

〒615右京区西院笠目町６
-0073缶322-6012

〒610京田辺市多々羅
-0321缶0774-65-8911

〒520大津市平津2-5-1
-0862壷0775-37-7795

〒612伏見区深草藤森町1
-0863缶644-8287

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-6875

〒569高槻市南平台5-81-1
-1092缶0726-93-2311

〒520大津市朝日が丘1-18-1
-0052冠0775-22-3465

〒603北区｣二賀茂本山盃701-2151
-8555

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7801

〒571門真市殿島町7-6
-0045冠06-6906-1631

〒605束山区林下町3-456
-0062企551-1188

〒615右京区西院笠'1町６
-0073盃861-1834

〒606左京区北白１１l瓜生山２－１１６
-8271台712-1669

〒564吹田市岸辺南2-37-1
-8511缶06-6381-8434

〒603北区等持院北mJ56-l
-8577缶465-1111

〒606／,ﾐﾙ〔|Ｘ岡I1Iii化御所11J2５
-8336石771-4362

〒625牒鶴ilj〔1雁234
-0016盃0773-62-5600

〒602上京区千本上立売束入｣二ル
ー8303姥ケ寺の前町902台441-0961

〒520大津市瀬H｣大江町横谷１－５
-2194缶0775-43-5111

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒520大津市日吉台3-16-4
-0112冠0775-79-4934

〒520大津市日吉台3-16-4
-0112冠0775-79-4934

〒61ｌ宇治市神明宮東2０
-0025缶0774-22-0773

〒663西宮市浜甲子園2-6-7
-8154冠0798-46-7421

〒615西京区桂木ノ下町16-52
-8072壷381-8639

〒610京田辺市松井ケ丘1-13-2
-0353缶0774-63-6280

〒607山科区勧修寺柴山町8-29
-8242缶581-5605

〒573枚方市禁野本町２－１１枚方
-1197合同宿舎１４２２

〒602

-8368

缶0720-98-6795

上京区御前通西裏上ノ下立
売上ル北町574台461-4220

〒60ｌ伏見区醍醐下端山町16-26
-1332缶571-4419

〒524守山市幸津川町１１９７
-0215冠0775-85-0759

〒601左京区静市市原町78-9
-1123缶741-2738

〒520大津市御陵町1-28-533
-0037石0775-23-5639

〒525草津市野路町1915-10
－００５５缶0775-63-6627

〒6１０城陽市寺田宮ノ平3-138
-0121冠0774-53-5401

〒621亀岡市南つつじケ丘桜台１－
－０８４７２０－１９盃07712-5-3674

〒614八幡市橋本興正１０－７
-8323缶983-7984

〒615西京区樫原五反田５－３６
-8131缶392-8285

〒526長浜市口分田町851
-0014冠0749-62-6601

〒616右京区太秦皆生寺I1J18-1
-8154セレクトマンション１Ｆ

冠864-6159

〒606左則(区liilll剛ｂ御li1TllIJ25
-8336石771-4362

〒625灘鶴iljｲ『水1767-3
-0052竃0773-62-3892

〒573枚方市堂山1-25-23
-0007冠0720-47-7434

〒629京都府船井郡八木町西田河
-0134原篠1-1

〒602上京区中立売室町西入ル室
町スカイハイツ４０６

合415-2189

〒573枚方市北楠葉町33-1
-1102缶0720-51-3790

指導

発育

生理

発育

原理歴史

発育

管理

発育

バイメカ

発育

バイメカ

発育

心｣qll社会

生理・`し､理
社会



※

－１０－

氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

子
己
倫
一
信
豊
直
茂
正
洋
代
紀
子
信

一
武
人
行
夫
恵
二
－
孝
巳
子
博

紀
宙
哩

久
勝

繁
光

喜
知
範
周
道
宣
正
正
幹
友
昭
憲

克
美
勝

市
川
名
野
野
積
山
田
田
田
原
瀬
浦
原
村
山
井
浦
浦
笠
上
神
本
島
島
田

古
古
星
星
星
穂
前
牧
増
増
増
間
松
松
松
九
万
三
三
三
三
三
宮
水
水
水

大阪教育大学

同志社大学

同志祉大

龍谷大学

京都産業大学

京都府立朱雀高校

藍野学院短期大学

医仁会武田総合病院リハ
ビリセンター

京都府山城総合運動公園

嵯峨美術短期大学

京都文教短期大学

神戸女子大学

京都府立大学

京都大学総合人１１M学部

聖母女学院短期大学

京都造形芸術大学

立命館大学文学部

滋賀大学教育学部

夙川学院短'９１大学

山城ii1lj杖

滋賀大学経済学部

滋賀大学経済学部

京都造形芸術大学

燈影学院

〒582柏原市旭ケ丘4-698-1
-8582冠0729-76-3211

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒610京田辺市多々羅都谷1-3
-0394缶0774-65-7510

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577缶６４２－１１１１

〒603北区上賀茂本山缶701-2151
-8555

〒604中京区西ノ京式部町１
-8384缶841-0127

〒567茨木市東太田4-5-4
-0012缶0726-27-1711

〒60l伏見区石田森南町28-1
-1434缶572-5139

〒61l宇治市広野八軒屋谷１
-0031合0774-21-0379

〒616右京区嵯峨五島町１
-8362缶864-7858

〒611字拾ilJ槇島町千足8０
-0041缶0774-25-2444

〒654神戸市須磨区東須磨青山2-1
-8585缶078-731-4416

〒606左京区下鴨半木町
-8522缶703-5417

〒606ハ二京ｌｘ古１１に本松町
-8501缶753-6889

〒612伏見区深草田谷町
-0898缶643-6781

〒606ノiﾐ京区北白川瓜′上山２－１１６
-8271盃791-9121

〒603北区等持院北lHJ56-l
-8577缶465-1111

〒520大津ilj平津2-5-1
-0862缶0775-37-7811

〒６６２１jq宮iljこしき岩''1J6-58
-8555冠0798-73-3755

〒603」上1Ｘ人将１１[坂lllIIIJ29
-8355缶463-8261

〒522彦根市馬場1-1-1
-0862石0749-22-5600

〒522彦根市馬場1-1-1
-0862缶0749-22-5600

〒606左京区北白川瓜生山２－１１６
-8271缶７９１－９１２１

〒607山科区四宮柳山町2９
-8025壷581-3136

〒614八幡市男山笹谷7-308-507
-8372盃982-0694

〒616右京区太秦森ケ東町38-40
-8102缶861-1088

〒610京[H辺｢|丁三山木天ﾈI|]山'1-36
-0313盃0774-62-9052

〒601南区吉祥院這登中川47-2
-8353盃672-9345

〒606左京区高野東開町１－２３束
-8107大路高野第３住宅40号棟303

冠701-9043

〒616右京区梅ケ畑向ノ地町3６
-8262盃882-4355

〒527愛知郡湖東町平柳949-1
-0102

〒520大津市真野2-28-1-807
-0232冠0775-73-9154

〒601南区久世上久世町542パー
-8212クテラス桂川604石934-4803

〒606左京区山端大城田町２０ フ

-8002イオンズマンシヨン修学院
507号

〒578束大阪市南鴻池町2-4-16
-0961冠06-6745-6674

〒605束山区今熊野宝蔵町５８ハ
-0952イツ魚満306

缶075-551-2399

〒594和泉市鶴山台4-8-14
-0013冠0725-43-6258

〒564吹田市末広町10-8
-0022盃06-6382-2784

〒606ノiﾆﾊﾞ(lXlz高野jKII111Jl5-54
-0078Ｓ722-0463

〒575草津市追分町784-25
-0046缶0775-65-9838

〒606左京区一乗鼎|}口町１
-8164石781-8309

〒61l宇治市木幡南山52-45
-0002冠0774-33-4802

〒520大津巾御陵町１－２７別所合
-00371可宿舎535盃0775-24-3425

〒604’'１】〔区Ｉ)liノ点來月光U1J35
-8422Ｓ８１１－ｌ６５７

〒617If1jI1ilj､TjilllIlIqノ段1９
-0002合932-8256

〒522彦根TIj西今野880-13
-0054缶0749-23-6782

〒522彦根Tl丁束沼波HIJl97-4
-0027缶0749-23-4614

〒61l宇治市木幡南山74-7
-0002冠0774-32-5053

〒611字治市木幡南山74-7
-0002缶0774-32-5053

〒607山科区安朱桟敷町１８－１
-8012壷592-3626

発育・指導

バイメカ．

生理

バイメカ.

生１，

指導

管理

発育

発育

運動生理.
体育方法

発育

発育・パイ
メカ原理歴
史

バイメカ.

発育

生1111.発育

発行

方法

生理・方法

生理



※

※
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

子
正
二
紀
巳
一
郎
治
樹
二
子
樹
英
夫
郎
保
治
和
二
修
明
治
也
哲
二
行

美
一一一

利
太

富
孝
恒
茂
博
健
健
勤
正
丈
由
秀
正
敏
陽

祐
敏
憲

敏
孝
先

秋
高

正
宅
鴫
村
上
川
田
山
部
田

井
田
谷
津
木
田
根
岡
形
形
口
崎
下
下
下

見
三
宮
宮
村
村
村
村
本
百
森
森
森
森
森
八
安
薮
山
山
山
山
山
山
山
山

光雄女子短期大学

洛昆高校

京都学園大学

ﾈ１１]戸女子大学

京都産業大学

同志社女子大学

龍谷大学

滋賀大学教育学部

南京都高校

立命館大学（非常勤講
師）

滋賀大学教育学部附属養
護学校

京都文教短期大学

京都女子高校

京都大学人間・環境学研
究科

京都教育大学

京都文教短期大学

大阪成躍女子短期大学

IiiL＆社高校

束郁教育大学教育学部附
属京都小学校

京都大学大学院

京都学園大学

京都教育大学

立命館大学

〒615右京区西京極葛野町3８
-0882合312-1783

〒603北区']､松原南町3３
-8342冠463-3281

〒621亀間市曽我部南条大谷１
-8555缶0771-22-2001

〒654イ１１１戸巾須磨区束須磨青山2-1
-8585盃078-731-4416

〒603北区上賀茂本山
-8047缶701-2151

〒610京田辺市興戸南鉾立97-1
-0332缶0774-65-8581

〒612伏見区深草塚本町6７
-8577冠６４２－１１１１

〒520大津市平津2-5-1
-0862缶0775-37-7817

〒619相楽郡精華町下狛中垣内
-0245缶0774-93-0518

〒603北区等持院北町56-1
-8577冠463-1131

〒520大津市際川3-9-1
-0002冠0775-22-6569

〒61l宇治市槇島町千足8０
-00M４１缶0774-21-4101

〒605束山区今熊野北日吉町1７
-8501缶531-7358

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-6888

〒612伏見区深草藤森町１
-0863缶644-8282

〒61l宇治市槇島町千足8０
-0041冠0774-21-4101

〒533大阪ilJ東淀川区相川3-10-62
-0007缶06-6340-1515

〒606／iﾐﾙi〔lＸ岩倉大驚IＩＪ
-8558石781-7121

〒603北区紫野収御)jlT[I1IiJ37
-8164缶441-4166

〒606A三京区吉田二本松町
-8501

〒62l亀岡市曽我部町南条大谷
-8555台0771-22-2001

〒612伏見区深草藤森町１
-0863石644-8285

〒603北区等持院北町56-1
-8577s463-ll31

〒615右京区山ノ内池尻町６京都
-0072四条グランドハイツ９０５

盃321-0583

〒606左京区一乗寺赤ノ宮町１９
-8182シャトー高野201盃712-5616

〒603北区上賀茂北ノ原町２８奥
-8006村荘缶724-3944

〒535大阪市旭区清水2-2-25
-0021缶06-6955-0673

〒606左京区岩倉中町521
-0025盃722-2721

〒573枚方市出口6-1-1-525号
-0065缶0720-31-5746

〒520大津市里7-19-6
-2276冠0775-46-6784

〒520大津市御陵町1-37-1111
-0037冠0775-22-9313

〒612伏見区竹田中島町1-2-305
-8415盃643-0905

〒615石京区西京極佃田町2０
-0813缶321-5566

〒52Ｏ滋賀郡志賀町比良5３
-0500缶0775-96-1417

〒61l宇治市宇治折居台4-1-13
-0021缶0774-24-8243

〒616右京区嵯峨広沢西裏町34-7
-8306グリーンビラ広沢B303

盃864-4704

〒6ｌ２伏見区桃山町泰長老東合同
-8034宿舎834志611-3196

〒520野洲郡野洲町南桜1857-55
-2322缶0775-86-0586

〒606左京区上高野三反田町2-14
-0054盃721-7216

〒616石京区太秦中山町2-2
-8191缶462-7508

〒573枚方市禁野本町2-11枚方
-1197合同宿舎1422

冠0720-49-8576

〒615西京区樫原六反田３－８
-8177缶864-2284

〒569茨木市鮎川３－１８－７
-0831缶34-6733

〒606／,三京ｌｘ修学院化iⅡ沢町20-1
-8032冠722-7138

〒520大iltilJ仰水のjE6-8-3
-0246盃595-0438

〒606左京区松ケ崎三反長町１１－１
-0916盃721-2798

〒621亀岡市篠町森山先18-11
-0831冠0771-24-2448

〒573枚方市禁野本町2-12-341
-1197き0720-40-8509

〒616右京区御室堅町25-2デラ
ー8093シオン御室302石464-7632

発育・生理

生理・パイ
メカ

原理歴史

原理歴史．
バイメカ

発育

発育・生理

バイメカ．

生理

発育・生H1！

指導・発
育・管理

発育

原理歴史

指導

生理・パイ
メカ

原理歴史



移動による変更がありましたら、下記の所までお知らせ下さい。

〒606-8501京都市左京区吉田二本松町京都大学総合人間学部小田伸午

電話075-753-6876FAXO75-753-6734E-mail:oda@life,hKyoto-u・ac､jｐ
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氏名 勤務先 所在地 自宅住所 所属分科会

智
男
子
史
夫
美
史
司
信
郎
彦
雄
栄
也
子
子
明
華
玲
正
－
隆
子
尚

久

謙
敏
知
博
康
明
剛
武
利
一
勝
伊
康
哲
康
祐

西
一
三
思

博

下
田
田
中
村
本
本
本
井
山
山
井
武
田
中
田
本

妻
辺
辺
辺
部
田

山
山
山
山
山
山
山
山
横
横
横
吉
吉
芳
吉
米
寄
李
我
渡
渡
渡
渡
和

京都工芸繊維大学

大谷大学

滋賀女子短期大学

城南高校

大阪体育大学

滋賀女子短期大学

華頂短期大学

㈱大塚製薬大津出張所

京都教育大学

同志社大学

野洲町立篠原小学校

京都大学大学院人間・環
境学研究科

京都工芸繊維大学工芸学
部

京都文化短期大学

同志社女ｒ大学

滋賀県立大学

京都大学大学院人間・環
境学研究科

東京大学生命環境科学系
大学院

大阪府立藤ル芋]:業学校

龍谷大学

洛南高校

京都教育大学大学院

京都教育大学

〒606左京区松ケ崎御所海道町
-8585冠724-7734

〒603北区小山上総町2２
-8143冠432-3131

〒520大津市竜ケ丘24-4
-0803盃0775-24-3605

〒61l宇治市広野町丸山１０
-0031石0774-41－6165

〒590大阪府泉南郡熊取町野田
-04961558-1合0724-53-7000

FAXO724-53-7028

〒520大津市滝ケ丘24-4
-0803缶0775-24-3605

〒605束山区林下町3-456
-0062石551-1188

〒520大津市月輪2-19-5大塚製
-2152薬㈱大津出張所

〒612伏見区深草藤森町１
-0863冠641-9281

〒610京田辺市多々羅都谷１－３
-0394志0774-65-7510

〒52Ｏ滋賀県野洲郡野洲町大篠原
-23131414西0775-87-0179

〒606左京区吉田二本松町
-8501冠753-2878

〒606左京区松ケ崎御所街道町
-8585石724-7296

〒62l亀岡市曽我部町南条
-8585缶0771-22-2001

〒610京Il1辺市興戸南鉾lr97
-0332缶0774-65-8581

〒522彦根市八坂町2500
-0057冠0749-28-8259

〒606左京区吉田二本松町
-8501缶753-2874

〒153束京都目黒区駒場3-8-1
-0041冠03-5454-6864

〒583藤ル､ＩＦ｢h｢御舟町1０－１
-0021缶0729-55-0281

〒612伏ｊｉＬｌｘ深１V〔塚本町６７
-8577s642-llll

〒６０１１IEi区壬生j､八条下ルノ爬馴11J
-8478545冠681-6511

〒6ｌ２伏見|X深草藤森町１
-0863舌641-9211

〒612伏見区深草藤森町１
-0863石644-8284

〒572寝屋川市南水苑町11-1
-0826冠0720-24-0261

〒525草津市野路町1903-69
-0055缶0775-64-1395

〒606左京区下鴨芝本川34-2
-0814合781-7455

〒611字治市木幡御蔵山39-1037
-0002缶0774-33-3480

〒612伏見区京町北7-16
-8086冠611-0775

〒607京都市山科区川田欠ノ上1１－
－８３３４４５冠075-593-8521

〒607山科区東野森野町23-4-507
-8147つ581-3454

〒606左京区岩倉忠在地町8５
-0027志791-5964

〒607山科区音羽山等地29-5大
-8065塚製薬寮冠591-6457

〒61l宇治市羽戸山2-1-84
-0012ろ0774-33-0886

〒523近江八幡市浅小井町１６０
-0817缶0748-33-2035

〒606左京区北白川大堂町４７－１－
－８２７４１０５冠722-7327

〒606左京区一乗寺野田町2-2ハ
ー8165イツ白川４１３冠701-6708

〒531大阪市北区本庄西3-7-10
-0073石06-6372-1694

〒60Ml中京区御幸町迦二条Iニル達
-0962膳町605ネスト御所南3Ｃ

〒524守山市岡町1-34
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執筆要項

1．論文の長さは，文献・図表・abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で30枚）までとする。但し

超過した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は，市販の横書原稿用紙（Ｂ５判400字詰）に清書し或いはワードプロセッサ（Ａ４判40字×

２０行，１５枚）により作成し提出する。

原稿は，１枚目：題目・英文標題，２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名とその正式英語

名及び所在地（英文字)，所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して，

脚注に＊，＊＊，・・・印ごとに所属名とその正式英語名及び所在地（英文字)，３枚目：英文要約

（タイプ用紙ダブルスペース250字以内)，４枚目：和文要約（編集用；英文要約と同一内容)，５枚目

以降本文，注記，参考文献，図・表の順に書く。

（１）外国人名・地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「京都体育学研究」執筆要項補足による。（京都体育学研究第７，８巻参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註ｌ）註２）のように書き

本文の末尾と文献表の間に一括して番号順に記載する。

（６）図・表は1枚の用紙に1つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記要項補足参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ用紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと｡写真は明瞭なもの

を提出すること。

（９）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する（本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる）か

ら，その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

⑩参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名（発表年)，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁；単行本の

場合には，著者名（発表年)，書名，版数，発行所，発行地，参考箇所の頁の111頁とする。また記載は

原則としてファースト・オーサの姓（familyname）のABC順とする。なお，上記要項補足参照。

（''）本文が欧文の場合には上記要項に準じ,著者名と所属名は和文でも記入し,和文要約は掲載用となる。

｢京都体育学研究」編集委員会〒610-0394京都府京田辺市多々羅都谷l-3

同志社大学田辺校地保健体育研究室気付



|iiIIiILIIlIIliIfjJ
OF

、

ＯＲＩＧＩＮＡＬＳＯＲＩＧＩＮＡＬＳ

ＨｉｓａｋｏＨＵＲＵＩ’ＨｉｓａｋｏＨＵＲＵＩＣＨＩ：DevelopmentofDancelmitationm

Children・…・・・・・…・・・・………・・…・ｌ

ＮａｔｓｕｋｏＳＡＫＡ：AStudyonSportandtheSocialTheoryin
NorbertE1ias………・……・・………・…９

ＮａｔｓｕｋｏＳＡＫＡ

ＭＡＴＥＲＩＡＬＳＭＡＴＥＲＩＡＬＩ

ＫｅｉｉｃｈｉＯＫＡＯ：KeiichiOKAO：TheShortenedChronologicalThbleoftheEarly

YearsofWOmen，sAthletics,especially

Middle-distance,Long-distanceRunningand
Marathｏｎ・・・・・－．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

ｌＩＥｄｉｔｅｄｂEditedbyKyotoSocietyofPhysicalEducation
Volumel4/Februarv1999


